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冬夏古典文庫　〇〇四

ソクラテスの弁明
クリトン

プラトン

保科 隆明　訳


訳者まえがき


何百年越しの、話をしよう。

「この本は、私のために書かれたものだ」と感じたことはありますか。

私は本が好きで、いわゆる古典も、気になるものから少しずつ読んできました。けれど、訳が古くて途中で挫折したり、そもそも手に入らなかったりする本も少なくありません。

そのたびに、最高の読書体験を逃してしまったかもと、歯がゆい思いをしていました。

そんな中、ＡＩを使うようになって、そうした本を自分でも少しずつ訳せるようになったことに気づきました。

もちろん、ＡＩに任せればそのまま本になるわけではありません。下書きを原文と突き合わせ、訳語をそろえ、読みにくいところに手を入れる。その積み重ねが必要です。

それでも、これまで読むことしかできなかった古典に、自分の手でもう一度触れられる。新しい言葉として、古典が語り掛けてくる。それは単純に、うれしいことでした。

この文庫が目指すのは、私自身が読みたいと思える、いま普通に読める日本語です。言葉を選び直し、文を組み替えながら、中身は削らずに、原著の熱量まで伝わるように訳しています。

『ソクラテスの弁明』と『クリトン』は、死刑を求められた七十歳のソクラテスが法廷で語り、牢獄で旧友と語りあう二篇です。どちらも短く、一晩で読み切れます。それでいて、何を大切にして生きるのかという問いは、読み終えたあとも手もとに残り続けます。

古典だからと身構えず、軽い気持ちでページをめくってみてください。

何百年も前に書かれた言葉が、案外いまの自分のすぐそばにある。そんな瞬間を、一緒に楽しんでもらえたら。

何百年越しの、話をしよう。

保科 隆明
冬夏古典文庫




凡例


一、本書は、プラトン『ソクラテスの弁明』『クリトン』の全訳である。中身は削っていない。底本には、バーネット校訂のオックスフォード古典叢書版『プラトン全集』第一巻を用い、電子テキストはペルセウス・デジタル・ライブラリーのものによった。英訳（ファウラー訳、ローブ古典叢書）を理解の助けとして参照した。

一、本文中に小さく入れた「１７ａ」などの数字と記号は、一五七八年刊のステファヌス版プラトン全集の頁数と段落記号である。プラトンの著作を引くときの世界共通の目印で、ほかの翻訳や原典と見比べるときに使える。

一、小見出しは、読みやすさのために訳者が付けた。原典にはない。

一、『弁明』は裁判の進み方に沿って三つに分け、それぞれの冒頭に〔　〕で場面の説明を添えた。『弁明』のメレトスとの問答と『クリトン』には、話者名を示した。

一、本文中に小さな〔　〕で入れたのは訳注である。数は最小限にとどめた。

一、ギリシアの人名・地名は、長音を省いた慣用の表記にした（ソークラテースではなくソクラテス）。

一、裁判の経緯と時代背景は、巻末の「解説」にまとめた。先に読んでから本文に入ってもよい。
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ソクラテスの弁明


一　弁明

〔アテナイの法廷。告発者たちの弁論が終わり、ソクラテスが弁明に立つ。〕

「弁が立つ」という嘘

　１７ａアテナイの皆さん、私を告発した人たちの話を聞いて、皆さんがどう感じられたのか、私にはわかりません。ただ私自身はといえば、あの人たちの話しぶりがあまりにもっともらしいので、危うく自分が何者かを忘れそうになったほどです。とはいえ、本当のことは、まあ何ひとつ言っていないと言っていいでしょう。あの人たちがついた数多くの嘘のなかでも、私がいちばん驚かされたのは、皆さんは私に騙されないよう用心しなければならない、と言ったところでした。１７ｂ私がたいへん弁の立つ人間だから、というわけです。私が少しも弁の立つ人間ではないとわかれば、あの人たちの言い分はたちまち事実によって私に覆されてしまう。それを恥ずかしいとも思わないところが、何より厚かましいと私には思えました。もっとも、本当のことを言う人を「弁が立つ」と呼んでいるのなら、話は別です。そういう意味でなら、私も弁論家だと認めましょう。ただし、あの人たちの流儀の弁論家ではありませんが。

　さて、いま申したとおり、あの人たちは本当のことをほとんど、あるいはまったく口にしていません。けれども皆さんは、私からは真実のすべてを聞くことになります。１７ｃいや、ゼウスに誓って申しますが、アテナイの皆さん、それはあの人たちの演説のように、言葉や言い回しに凝って美しく飾り立てた話ではありません。思いついた言葉で、飾らずに語ることをお聞きいただくことになるでしょう。自分の言うことは正しいと信じているからです。ですから、皆さんのうち誰も、それ以外のものを期待しないでください。皆さん、この歳になって、若造が演説をこしらえるような真似をして皆さんの前に出てくるのは、どう考えてもふさわしくないでしょうから。

　そこで、アテナイの皆さん、ぜひともお願いし、お許しをいただきたいことがあります。私はこれから弁明するのに、ふだん広場の両替商の台のあたりで――皆さんの多くがそこで聞いておられるはずです――あるいはほかの場所で話しているのと、同じ言葉づかいをするかもしれません。１７ｄそのときは、それを理由に驚いたり騒いだりしないでいただきたいのです。事情はこうです。私は七十歳になって、いま初めて法廷に立ちました。ですから、この場での話し方にはまったくのよそ者なわけです。

　もし私が本当によその国の人間だったとしたら、どうでしょう。１８ａ育った土地の訛りや話しぶりのままで話したとしても、皆さんはきっと大目に見てくださるはずです。それと同じように、いまもお願いしたいのです。正当なお願いだと私は思いますが、話し方のことは気にせずにおいてください。話し方はまずいかもしれないし、ひょっとするとましなのかもしれません。ただ、私の言うことが正しいかどうか、そのことだけを見きわめ、そこに注意を向けていただきたい。それこそが裁判官のつとめであり、弁論家のつとめは真実を語ることなのですから。

二種類の告発者

　そこでまず、アテナイの皆さん、私に向けられた最初の偽りの告発と、最初の告発者たちに対して弁明するのが筋でしょう。１８ｂそのあとで、あとからの告発とあとの告発者たちに弁明します。というのも、皆さんの前で私を告発してきた人はたくさんいて、それももう何年も前から、本当のことは何ひとつ言わずにきたのです。私はアニュトスたちよりも、むしろその人たちのほうが恐ろしい。アニュトスたちも手ごわい相手ではありますが。しかし皆さん、もっと手ごわいのはあちらのほうです。あの人たちは皆さんの多くを子どものころからつかまえて、本当のことなど何ひとつない話で私を告発し、信じこませてきました。ソクラテスという知恵のある男がいる、天空のことに思いをめぐらし、地下のことを残らず調べあげた男だ、と。１８ｃおまけに、弱い議論を強い議論に仕立てあげる男だ、というのです。

　アテナイの皆さん、こうした噂をまき散らした人たちこそ、私にとって手ごわい告発者です。それを聞いた人たちは、そんなことを探究している者は神々を認めてさえいない、と思いこんでしまうのですから。それに、この告発者たちは数が多く、もう長いあいだ告発を続けてきました。しかも話して聞かせた相手は、皆さんがいちばん信じこみやすい年ごろ、なかにはまだ子どもや少年だった人もいたころの皆さんです。弁明する者が誰もいないまま、まったくの欠席裁判で告発してきたわけです。１８ｄ何よりわけがわからないのは、その人たちの名前さえ、知ることも口にすることもできないという点でしょう。たまたま喜劇作家がそのなかにいる場合は別ですが。ねたみと中傷を使って皆さんを説きつけた人たちも、自分が信じこまされたうえでほかの人を説きつけた人たちも、みな、およそ手の打ちようがない相手です。誰ひとりここに呼び出すことも、問いただすこともできないのですから。私は弁明しながら、まるで影を相手に戦うように、答える者もいないのに問いただすほかありません。

　ですから皆さんも、私の言うとおり、私の告発者には二種類あると考えてください。ひとつは、ついさきほど告発した人たち。１８ｅもうひとつは、いま申しあげた昔からの告発者たちです。そして、まずあちらに対して私が弁明すべきだと思っていただきたい。皆さんも、あちらの告発を先に、しかもあとの人たちのものよりずっと多く聞かされてきたのですから。

　さて、アテナイの皆さん、いよいよ弁明しなければなりません。１９ａ皆さんが長い時間をかけて抱くようになったこの中傷を、これほど短い時間で取り除くよう努めなければならないのです。それが皆さんにとっても私にとってもよいことなら、そのとおりになって、弁明が何かしら実を結んでほしいとは思います。けれども、それは難しいことでしょう。どれほど難しいかは、よくわかっているつもりです。それでも、なりゆきは神の思し召しにまかせましょう。私としては、法に従って弁明しなければなりません。

古い中傷とアリストパネス

　では、はじめに立ち返って、告発の中身がどういうものだったかを確かめておきましょう。１９ｂそこから私への中傷が生まれ、メレトスもそれを頼みにして、この訴状を書いて私を訴えたのです。さて、中傷する人たちは、いったい何と言って中傷していたのか。あの人たちを正式な告発者に見立てて、その宣誓訴状を読みあげてみなければなりません。「ソクラテスは罪を犯している。地下のことや天上のことを詮索しては、よけいなことに首を突っこむ。１９ｃ弱い議論を強い議論に仕立てあげ、同じことをほかの人にも教えている」。

　まあ、こんなところです。皆さんもアリストパネスの喜劇〔『雲』（前四二三年初演）。ソクラテスを、籠で宙に吊られて天空を観察する怪しげな学者として描いた。〕で、ご自分の目でご覧になったはずです。ソクラテスとかいう男が舞台で宙を運ばれながら、空中を歩いているのだと言い張り、ほかにもたわごとを山ほど並べていました。そんなことについて、私は大きなことも小さなことも、何ひとつ知りません。といっても、そういうことに通じた知恵のある人がいるとして、その知識をけなすつもりで言うのではありません。そんなことをして、メレトスからこれほど重い罪で訴えられてはたまりませんからね。そうではなく、アテナイの皆さん、私はそうしたことにまったく関わりがないのです。

　１９ｄその証人には、ここにおいでの皆さんの多くをお願いしましょう。これまで私が人と語りあうのを聞いたことのある方は――皆さんのなかにはそういう方がたくさんおられます――互いに教えあい、話しあってください。私がそうしたことについて、少しでも、あるいはたっぷりと語るのを聞いた人がいるかどうか、確かめあっていただきたい。そうすれば、世間の人たちが私について言うほかのことも、この程度のものだとおわかりになるでしょう。

金を取って教える者ではない

　いや、こうした話は、どれひとつとして事実ではありません。私が人を教育しようとしていると、誰かから聞いた方もいるかもしれません。１９ｅそしてお金を取っている、とも。しかし、それも本当ではないのです。もっとも、レオンティノイのゴルギアスや、ケオスのプロディコス、エリスのヒッピアスのように人を教育できるのなら、それはそれで立派なことだと私も思います。

　というのも皆さん、この人たちはそれぞれ、どの国へ乗りこんでいっても、そこの若者たちを説得できるのです。若者たちは本来、同じ国の市民のなかから好きな相手を選んで、ただで付きあうことができます。２０ａそれなのに、その付きあいを捨てさせ、お金を払って自分たちのもとに通わせ、そのうえ恩に着させることまでできるのですから。

　そういえば、パロス出身の知恵のある人がもう一人、この町に来ていると聞きました。たまたま、ある人のところへ行ったときのことです。ソフィストたちに、ほかの人をみな合わせたよりも多くのお金をつぎこんできた人、ヒッポニコスの子カリアスです。この人には息子が二人いるので、尋ねてみました。

「カリアス」と私は言いました。「もしきみの二人の息子が子馬か子牛に生まれていたなら、世話役を見つけて雇ってやることもできただろう。２０ｂそれぞれにふさわしいすぐれた力を伸ばして、立派に育てあげてくれる人をね。それは馬の扱いに長けた人か、農夫の誰かということになる。だが実際には、二人とも人間だ。誰を世話役につけるつもりなのかね。そういうすぐれたあり方、つまり人間として、市民としての徳〔原語アレテーは、馬の脚の速さのように、ものがそれぞれに備えるすぐれたあり方を広く指す。人間・市民としてのそれを、本書では「徳」と訳す。〕を心得ている人は誰だろう。息子がいるのだから、きみはきっと考えてみたことがあるはずだ。そういう人はいるのかね、いないのかね」

「もちろんいますよ」と彼は答えました。

「誰だね。どこの人で、いくらで教えてくれるのかね」と私が尋ねると、

「エウエノスです、ソクラテス。パロスの人で、五ムナです」という返事です。

　それを聞いて、私はエウエノスを幸せな人だと思いました。２０ｃもし本当にそんな技術を身につけていて、しかもこれほど手ごろな値で教えているのなら、ですが。私だって、もしそういうことを心得ていたら、得意になって胸を張っていたことでしょう。けれども、アテナイの皆さん、あいにく私はそれを知らないのです。

人間なみの知恵

　すると、皆さんのなかには、こう口をはさむ人がいるかもしれません。「でも、ソクラテス、あなたのしていることは、いったい何なのです？　あなたへのこうした中傷は、どこから生まれたのですか。ほかの人より変わったことを何もしていないのに、これほどの噂や評判が立つはずはないでしょう。世間の大多数とはちがう何かをしていたのでなければ。２０ｄだから、それが何なのか教えてください。私たちが、あなたについて勝手な当て推量をしないですむように」

　そう言う人の言い分は、もっともだと思います。ですから私も、この呼び名と中傷を私にもたらしたものがいったい何なのか、皆さんにお示ししてみましょう。では、お聞きください。なかには、私がふざけていると思う方もいるかもしれません。けれども、よく承知しておいてください。私がお話しするのは、まぎれもない真実のすべてです。

　アテナイの皆さん、私がこんな呼び名を得てしまったのは、ほかでもない、ある種の知恵のせいなのです。では、それはどんな知恵か。おそらくは、人間なみの知恵とでもいうべきものでしょう。その知恵なら、じっさい私にもあるのかもしれません。２０ｅいっぽう、さきほどお話しした人たちは、人間なみを超えた、何か大きな知恵をもっているのでしょう。そうでなければ、私には何と言っていいかわかりません。というのも、私自身はそんな知恵を心得てはいないからです。私が心得ていると言う者がいれば、それは嘘で、私を中傷するために言っているにすぎません。

　アテナイの皆さん、どうか騒がないでください。たとえ私が何か大それたことを言っているように聞こえても、です。これから申し上げる言葉は、私のものではありません。それを語った方、皆さんにとって十分に信頼に足る方の言葉として、お伝えするつもりです。私の知恵について――それがそもそも知恵と呼べるものなら、どんな知恵なのかについて――皆さんに、デルポイの神を証人として立てましょう。

デルポイの神託

　カイレポンのことは、きっとご存じでしょう。２１ａ彼は若いころからの私の仲間で、皆さん民主派の人々にとっても仲間でした。先ごろの亡命にも皆さんと一緒に加わり、一緒に帰ってきた人です。カイレポンがどんな男だったか、何かをやろうと思い立つとどれほど夢中になったかも、皆さんはご存じのはずです。その彼が、あるときデルポイまで出かけていって、大胆にもこんなことを神託にうかがったのです――皆さん、さきほども言ったとおり、どうか騒がないでください――私より知恵のある者は誰かいるか、と。するとピュティアの巫女は、こう答えを下しました。私より知恵のある者は、ひとりもいない、と。このことについては、ここにいる彼の兄弟が皆さんに証言してくれるでしょう。カイレポン本人は、もうこの世にいませんので。

知恵ある人々を訪ねて

　２１ｂでは、なぜこんな話をするのか、考えてみてください。私への中傷がどこから生まれたのかを、これから皆さんにお教えしようというのです。この神託を聞いて、私は心のなかでこう考えました。神はいったい何を言おうとしているのか。どんな謎をかけているのか。私には、大きなことにせよ小さなことにせよ、自分に知恵があるという覚えなどまるでない。それなのに、私をいちばん知恵のある者だと言うのは、いったいどういうつもりなのだろう。まさか嘘をついているはずはない。神にとって、それは許されないことなのだから――。長いあいだ、私は神の言葉の意味がわからず、途方に暮れていました。それから、ずいぶん気の進まないまま、次のようなやり方でそれを探ってみることにしたのです。

　２１ｃ私は、知恵があると思われている人のひとりを訪ねました。もしどこかでできるとすれば、そこでこそ神託を論駁して、「この人は私より知恵がある。なのにあなたは私だと言った」と、神託に向かってはっきり示してやれるだろう、と考えたからです。そこで私はその人物をじっくり調べてみました。名前を言う必要はないでしょうが、政治家のひとりです。アテナイの皆さん、この人を調べ、言葉を交わしてみて、私はこんな経験をしました。この人は、ほかの多くの人たちにも、なによりも自分自身にも、知恵のある人間に見えている。しかし、じつはそうではない――そう思えたのです。そこで私は、あなたは自分では知恵があるつもりでいるが、本当はそうではないのだと、この人にわからせようとしました。２１ｄその結果、私はこの人にも、その場に居合わせた多くの人にも憎まれることになったわけです。

　ともあれ、帰り道、私はひとりこう考えました。この人よりは、私のほうが知恵がある。私たちのどちらも、立派なこと、ひとかどのことは何ひとつ知らないのだろう。けれどもこの人は、知らないのに何か知っていると思っている。私のほうは、じっさい知らないとおり、知っているとも思っていない。どうやら私は、ほんのわずか、まさにこの一点で、この人より知恵があるらしい。知らないことを、知っているとは思わない――という一点で。

　２１ｅそれから、その人よりもっと知恵があると思われている別の人のところへ行ってみましたが、やはり同じことでした。そしてそこでも、その人にも、ほかの大勢の人にも憎まれてしまったのです。

　こうして私は、次から次へと人を訪ねて回りました。自分が憎まれていくのに気づいて、悲しくもあり、恐ろしくもありました。それでも、神のことは何よりも大切にしなければならないと思えたのです。２２ａ神託が何を言っているのかを確かめるには、何かを知っていると思われている人を、ひとり残らず訪ねなければならない、と。

　そして、アテナイの皆さん、犬に誓って――皆さんには本当のことを言わなければなりませんから――私が味わったのは、まさしくこういうことでした。神の言葉にしたがって探ってみると、評判のいちばん高い人たちが、ほとんどいちばん足りない人たちに見え、逆に、劣っていると思われている人たちのほうが、ものの分かった人間としてはまだましに思えたのです。ここで皆さんに、私の遍歴をお話ししておかなければなりません。それはまるで、難行に次ぐ難行をこなしていくような道のりでしたが、すべては、神託がけっして論駁されないものだと確かめるためだったのです。

　２２ｂ政治家たちのあとは、詩人たちのところへ行きました。悲劇の詩人、酒神をたたえる合唱歌ディテュランボスの詩人、そのほかの詩人たちです。今度こそ、自分のほうが彼らより無知だという現場を押さえられるだろう、と思ったのです。そこで、彼らがとりわけ念入りに仕上げたと思える作品を取り上げては、これはどういう意味なのかと、そのつど問いただしてみました。ついでに彼らから何か学べれば、という気持ちもありました。皆さん、本当のことを申し上げるのは恥ずかしいのですが、それでも言わなければなりません。その場に居合わせた人なら、ほとんど誰でも、詩人本人よりうまくその詩について語れただろう、と言っていいくらいだったのです。２２ｃこうして詩人についても、ほどなく私は悟りました。彼らが詩を作るのは、知恵によるのではない。生まれつきの資質と、神がかりによるのだ。神のお告げを語る占い師や、神託を歌う人たちと同じように。そういう人たちも、立派なことをたくさん口にはしますが、自分の言っていることは何ひとつわかっていません。詩人たちもまた、それと似たような状態にあると私には見えました。しかも同時に気づいたのは、彼らが詩を作れるというだけで、ほかのことについても自分たちはこのうえなく知恵のある人間だと思いこんでいることでした。実際はそうではないのに。そこで私は、政治家たちにまさっていたのと同じ点で詩人たちにもまさっていると考えながら、そこを立ち去りました。

　最後に、私は職人たちのところへ行きました。２２ｄ自分がほとんど何も心得ていないことは、私自身よくわかっていましたし、彼らなら多くの立派なことを心得ているに違いないとも、わかっていたからです。この見込みは外れませんでした。彼らは私の知らないことを心得ていて、その点では私より知恵があったのです。けれども、アテナイの皆さん、腕のいい職人たちもまた、詩人と同じ過ちを抱えているように私には思えました。自分の技術を見事にこなせるものだから、ほかのいちばん大事な事柄についても、めいめいが自分こそ最高に知恵のある者だと思いこんでいたのです。２２ｅそしてこの見当違いが、彼らのせっかくの知恵を覆い隠していました。それで私は、神託に代わって自分自身にこう問いかけてみました。いまの私のままでいるのがいいか――彼らの知恵ももたないかわりに、彼らの無知ももたない、このままで――それとも、彼らのように、その両方をもつほうがいいか。そして、自分自身と神託に答えたのです。いまのままでいるほうが、私にはよい、と。

神託の本当の意味

　２３ａアテナイの皆さん、この吟味がもとで、私は多くの人から憎しみを買いました。それも、このうえなく厄介で重苦しい憎しみです。そこから数々の中傷が生まれ、「知恵のある人」などという呼び名まで口にされるようになりました。私が誰かを問いただすたびに、その場にいる人たちは、その事柄について私自身には知恵があるのだと思いこむからです。けれども皆さん、本当に知恵があるのは、おそらく神のほうなのでしょう。そして神はあの神託で、こう言おうとしたのではないでしょうか。人間の知恵など、ほとんど、いや、まったく値打ちがない、と。２３ｂ神がここでソクラテスの名を挙げているのも、私の名前を借りて、私を一つの見本にしたまでのことと見えます。ちょうど、こう言うかのように。「人間たちよ、おまえたちのなかでいちばん知恵があるのは、ソクラテスのように、自分は知恵にかけては本当は何の値打ちもないと悟った者だ」

　だから私はいまもなお、神の意にしたがって歩き回り、こうしたことを探り、調べています。町の人でも、よその土地の人でも、知恵があると思える人がいれば、その人を。そして、その人に知恵があるとは思えなかったときには、神に加勢して、あなたには知恵がないのだと示してみせるのです。この仕事に追われて、国のことであれ自分の家のことであれ、取り立てて言うほどのことをする暇もありませんでした。２３ｃそれどころか、神へのご奉公のせいで、ひどく貧しい暮らしをしているありさまです。

中傷の出どころ

　そのうえ、若者たちが自分から私についてくるようになりました。いちばん暇のある連中、つまり大金持ちの息子たちです。彼らは人が吟味されるのを聞いて面白がり、自分たちでもよく私の真似をして、ほかの人を吟味しようとします。すると、何かを知っているつもりで、じつはほとんど、あるいはまったく知らない人間が、いくらでも見つかるのでしょう。そこで、若者たちに吟味された人たちは、自分自身にではなく、私に腹を立てる。２３ｄそして、ソクラテスとかいうのはとんでもない悪党で、若者を堕落させている、と言いふらすのです。ところが、では何をして、何を教えて堕落させているのかと誰かに聞かれても、答えようがありません。じつは何も知らないのですから。それでも困っているように見られたくないので、知を愛し求める人なら誰にでも浴びせられる、お決まりの文句を持ち出します。「天空のことや地下のことを調べている」とか、「神々を認めない」とか、「弱い議論を強い議論に仕立てあげる」とか。本当のことは、言いたくないのだと思います。知っているふりをしているだけで、じつは何も知らないのが、すっかりばれてしまった――という本当のことは。２３ｅ思うに、彼らは名誉にこだわり、血の気が多く、しかも数が多い。そのうえ、熱を込めて、もっともらしく私のことを語るものですから、昔から執拗に中傷を重ねて、皆さんの耳をいっぱいにしてしまったわけです。

　２４ａメレトスも、アニュトスも、リュコンも、こうした人たちのなかから私に襲いかかってきました。メレトスは詩人たちに代わって腹を立て、アニュトスは職人たちと政治家たちに代わって、リュコンは弁論家たちに代わって、というわけです。ですから、はじめに申し上げたとおり、これほど大きくふくれあがった中傷を、こんなにわずかな時間で皆さんの心から取り除けたとしたら、私のほうが驚きます。アテナイの皆さん、以上が真実です。大きなことも小さなことも、何ひとつ隠さず、ぼかしもせずに、私はお話ししています。もっとも、まさにこうしたことのせいで私が憎まれているのだということも、ほぼわかっています。２４ｂですがそれこそ、私が真実を語っている証拠であり、私への中傷とはこういうもので、その原因はここにあるという証拠でもあるのです。いま調べても、あとで調べても、皆さんはそのとおりだと知ることになるでしょう。

メレトスの訴状

　さて、最初の告発者たちが私を訴えてきた事柄については、皆さんに向けた弁明はこれで十分としておきましょう。次は、本人の言うところでは善良で国思いのメレトスと、そのあとの告発者たちに対して、弁明を試みることにします。そこで、これをまた別の告発者たちと見なして、あらためて今度は彼らの宣誓訴状を取り上げてみましょう。その中身はおおよそこうです。２４ｃ「ソクラテスは罪を犯している。若者を堕落させ、国の認める神々を認めず、別の新しいダイモーンのたぐいを認めているからである」。訴えはこういうものですから、その一つひとつを吟味していきましょう。

　訴状は、私が若者を堕落させて罪を犯している、と言います。しかしアテナイの皆さん、私に言わせれば、罪を犯しているのはメレトスのほうです。大まじめな顔をしてふざけ、軽々しく人を裁判沙汰に巻きこみ、これまで一度も気にかけたことのない事柄に、さも熱心で心をくだいているようなふりをしているのですから〔「気にかける」の原語（メレイン）とメレトスの名をかけた言葉遊び。このあとの問答でもくり返される。〕。それがそのとおりだということを、皆さんにもお目にかけましょう。

若者をよくするのは誰か

ソクラテス　さあメレトス、ここへ来て答えてくれたまえ。２４ｄきみは、若い人たちができるかぎりすぐれた者になることを、何より大事に考えているのではないかね。

メレトス　そうだ。

ソクラテス　それなら、さあ、この人たちに言ってくれたまえ。若者をよりよくしているのは誰なのか。気にかけているのだから、知っているのは明らかだろう。なにしろきみは、若者を堕落させている者を――きみの言うには、この私だが――見つけ出して、この人たちの前に引き出し、告発している。それなら、よりよくしている者のほうも、さあ、言ってくれ。それが誰なのか、この人たちに教えてあげてくれたまえ。――ほら、メレトス、きみは黙りこんで、何も言えないじゃないか。これは恥ずかしいことだし、私の言っていること、つまりきみがこの事柄をまるで気にかけてこなかったということの、十分な証拠だとは思わないのか。さあ言ってくれ、きみ。若者をよりよくしているのは誰だ。

メレトス　法律だ。

ソクラテス　２４ｅいや、ねえきみ、私が訊いているのはそういうことではない。どの人間が、と訊いているのだ。もちろん、まずはその法律そのものを心得ている人間のはずだがね。

メレトス　ここにいる人たちだよ、ソクラテス。裁判官たちだ。

ソクラテス　なんだって、メレトス。ここにいる人たちが、若者を教育する力をもっていて、よりよくしているというのかね。

メレトス　まさにそうだ。

ソクラテス　それは全員か。それとも、このうちのある人たちはそうで、ほかの人たちはそうではないのか。

メレトス　全員だ。

ソクラテス　ヘラに誓って、うまいことを言ってくれる。役に立ってくれる人が、ずいぶんふんだんにいるものだ。では、どうだろう。２５ａここで聴いている人たちは、若者をよりよくしているのかね、それともしていないのかね。

メレトス　その人たちもだ。

ソクラテス　では、評議員たちは？

メレトス　評議員たちもだ。

ソクラテス　それならメレトス、民会にいる人たち、民会に集まる市民たちが若者を堕落させている、などということはないだろうね。それとも、あの人たちもみな、よりよくしているのか。

メレトス　あの人たちもだ。

ソクラテス　すると、どうやらアテナイ人はみな、私以外は若者を立派な人間にしていて、私ひとりが堕落させている、ということになるらしい。きみの言うのはそういうことかね。

メレトス　まさしく、そう言っているのだ。

ソクラテス　ずいぶんな不運を、きみは私に宣告してくれたものだ。では答えてくれたまえ。馬についても、そういうことになっていると思うかね。２５ｂ馬をよりよくするのは世の人間すべてで、だめにするのはただ一人だと？　それともまるで逆で、馬をよりよくできるのは誰か一人か、ごく少数の人、つまり馬の調教師たちであって、たいていの人は、馬とつきあって使うとなると、かえってだめにしてしまうのではないか。メレトス、馬についても、ほかのどんな動物についても、そうではないかね。もちろん、そうに決まっている。きみとアニュトスが認めようと、認めまいと。２５ｃなにしろ、若者を堕落させるのはただ一人で、ほかの人はみな役に立っている、などということになっていれば、若者たちはずいぶん幸せなことだろう。いや、メレトス、きみは若者のことなど一度も考えたことがないのを、十分に見せてくれている。私を訴えて引き出したその事柄を、きみがまるで気にかけてこなかったというなげやりぶりを、はっきりさらけ出しているのだ。

故意か、故意でないか

ソクラテス　さらにもう一つ、ゼウスの名にかけて、私たちに言ってくれたまえ、メレトス。善良な市民のあいだで暮らすのと、悪い市民のあいだで暮らすのと、どちらがよいだろう。ねえきみ、答えてくれ。なにも難しいことを訊いているわけではない。悪い人間は、いつも自分のいちばん近くにいる人に何か悪いことをし、善い人間は何か善いことをするのではないか。

メレトス　そのとおりだ。

ソクラテス　２５ｄでは、いっしょにいる人から益を受けるより、害を受けたいと望む者がいるだろうか。答えてくれ、きみ。法律も、答えるよう命じているのだから。害を受けたいと望む者がいるかね。

メレトス　もちろん、いない。

ソクラテス　さあ、それなら訊こう。きみが私をここへ引き出しているのは、私が若者を堕落させ、悪くしているのが故意だというのか、それとも故意ではないというのか。

メレトス　故意にだ、もちろん。

ソクラテス　なんだって、メレトス。その若さのきみが、この歳の私より、それほど知恵があるというのかね。２５ｅきみのほうは、悪い人間はいつもいちばん身近な人に何か悪いことをし、善い人間は善いことをする、とわきまえている。ところが私のほうは、そんなことさえ知らないほど無知のきわみに達していて、いっしょにいる誰かを悪い人間にしてしまえば、その人から何か悪い目にあわされるおそれがある、ということもわからない。だからこそ、これほどの悪事を故意にやっている――きみの言い分は、そういうことになる。

　そんな話を、メレトス、私は信じない。ほかの誰ひとり信じはしないと思う。２６ａ私は堕落させてなどいないか、堕落させているとしても故意にではない。どちらにしても、きみは嘘をついていることになる。もし故意でなく堕落させているのなら、そういう過ちのために人をここへ引き出すのは、法のさだめではない。個人的につかまえて、教えさとし、たしなめるのがさだめだ。教われば、心ならずもしていることを私がやめるのは、わかりきったことなのだから。ところがきみは、私とつきあって教えることを避け、そうしようともしなかった。そのくせ、ここへ引き出している。ここは、教えではなく罰を必要とする者を引き出すのが、法のさだめである場所なのに。

太陽も月も神ではないのか

ソクラテス　２６ｂいや、アテナイの皆さん、私が言っていたこと、つまりメレトスがこうした事柄を、大きなことであれ小さなことであれ、一度も気にかけたことがない、ということは、もうはっきりしました。それでもやはり、メレトス、言ってくれたまえ。私がどうやって若者を堕落させていると、きみは言うのか。それとも、きみが書いた訴状のとおり、国の認める神々を認めず、別の新しいダイモーンのたぐいを認めるよう教えることによって、というのは言うまでもないことかね。教えることで堕落させている、ときみが言うのは、このことではないのか。

メレトス　まさしく、それこそ私の言っていることだ。

ソクラテス　２６ｃそれならメレトス、いま話題になっているほかならぬその神々にかけて、私にもここにいる人たちにも、もっとはっきり言ってくれたまえ。私にはわからないのだ。きみの言い分は、私が何らかの神々がいると認めるよう教えている――とすれば私自身も神々がいると認めているわけで、まったくの無神論者ではなく、その点で罪を犯しているのでもない――ただし、それは国の認める神々ではなく別の神々で、別の神々だというそのことで、私を訴えているのか。それとも、私自身がそもそも神々をまるで認めておらず、ほかの人たちにもそう教えている、と言うのか。

メレトス　そう言っているのだ。きみは神々をまるで認めていない、と。

ソクラテス　２６ｄあきれたね、メレトス。なんのためにそんなことを言うのか。それなら私は、ほかの人たちのように、太陽や月が神だということさえ認めていないというのかね。

メレトス　いや、ゼウスに誓って認めていない、裁判官諸君。なにしろこの男は、太陽は石で、月は土だと言っているのだから。

ソクラテス　きみはアナクサゴラス〔長くアテナイで暮らした自然哲学者。太陽は灼熱した石だと説いて不敬の罪に問われ、町を去ったと伝えられる。〕を告発しているつもりかね、親愛なるメレトス。それほどこの人たちを見くびって、読み書きにうといから、クラゾメナイのアナクサゴラスの本がそういう説でいっぱいだということも知らない、とでも思っているのか。２６ｅしかも若者たちは、そういうことを私から学んでいるという。そんな説なら、ときおりオルケストラ〔広場（アゴラ）の一角で、本が売られていたらしい場所。〕で、高くてもせいぜい一ドラクマも出せば買えるのだから、ソクラテスがそれを自分の説のような顔をしようものなら、若者たちはソクラテスを笑いものにできるはずだ。しかも、あれほど奇妙な説ときてはね。いや、ゼウスの名にかけて訊くが、きみには私がそんなふうに見えるのか。私は、どんな神もいるとは認めていない、と？

メレトス　ああ、ゼウスに誓って、これっぽっちも認めていない。

ソクラテス　きみは信用ならない男だね、メレトス。それも、どうやら、きみ自身にとってさえ。アテナイの皆さん、私にはこの男が、ひどく傲慢で抑えのきかない人間に見えます。この訴状にしても、まったくのところ、傲慢と放縦と若気のいたりで書いたものとしか思えません。

　２７ａまるで謎々をこしらえて、こちらをためしているようではありませんか。「知恵者のソクラテスどのは、私がふざけて自分と矛盾したことを言っているのに気づくだろうか。それとも、あの男もほかの聴き手たちも、まんまとだませるだろうか」と。というのも、この男は訴状のなかで、自分で自分と矛盾したことを言っているように見えるからです。まるで「ソクラテスは神々を認めずに罪を犯している――神々を認めていながら」と言っているようなもの。これは、たわむれている人のすることでしょう。

　では皆さん、この男がどういうわけでそう言っているように私には見えるのか、いっしょに考えてみてください。メレトス、きみは私たちに答えてくれたまえ。２７ｂそれから皆さん、はじめにお願いしたことを思い出してください。私がいつものやり方で話をすすめても、どうか騒がないでいただきたいのです。

ダイモーンと神々

ソクラテス　メレトス、人間にかかわる事柄があるとは認めながら、人間がいるとは認めない、そんな人がいるだろうか。――皆さん、この男に答えさせてください。あれこれと騒ぎ立てさせないで。――馬がいるとは認めないのに、馬にかかわる事柄は認める、そんな人がいるかね。あるいは、笛吹きがいるとは認めないのに、笛吹きにかかわる事柄は認める、という人は？　いないとも、ねえきみ。きみが答えたくないのなら、私がきみに、それからここにいるほかの人たちにも言ってあげよう。だが、次の問いにはせめて答えてくれ。２７ｃダイモーンにかかわる事柄があるとは認めながら、ダイモーンがいるとは認めない、そんな人がいるだろうか。

メレトス　いない。

ソクラテス　ありがたいね、この人たちに迫られて、しぶしぶでも答えてくれて。では、きみは、私がダイモーンのたぐいを認め、教えてもいると言うわけだ。それが新しいものであれ古いものであれ、ともかくきみの言い分によれば、私はダイモーンのたぐいを認めている。きみは宣誓訴状で、そう誓ってまでいる。だが、ダイモーンのたぐいを認めているのなら、当然ダイモーンがいることも認めていなければならない。そうではないかね。――そうだとも。きみが答えないから、同意したものと見なしておこう。２７ｄでは、私たちはダイモーンを、神々か、さもなければ神々の子だと考えているのではないか。そうなのか、ちがうのか。

メレトス　もちろんだ。

ソクラテス　それなら、きみの言うとおり私がダイモーンを認めているとして、もしダイモーンが一種の神々だというのなら、それこそ私の言う、きみの謎かけであり、おふざけだということになる。神々を認めていない私が、ダイモーンを認めている以上、こんどは神々を認めていることになる――そうきみは言っているわけだから。他方、もしダイモーンが神々の子、それもニンフか、あるいは言い伝えにあるほかの誰かを母とする、いわば庶子だというのなら、神々の子がいるとは認めながら、神々がいるとは認めない人間など、どこにいるだろう。２７ｅそれは、馬やロバの子、つまりラバがいるとは認めながら、馬やロバがいるとは認めないのと同じくらい、おかしなことだろう。いや、メレトス、きみがこんな訴状を書いたのは、私たちをためすためか、それとも私を訴えるのに本当の罪状が見つからず、困りはてたからか、そのどちらかでしかありえない。２８ａだが、ほんの少しでも分別のある人に向かって、同じ人間がダイモーンのたぐいや神のたぐいを認めながら、その同じ人間がダイモーンも神々も英雄も認めない、などということがありうると説き伏せる手立ては、きみにはどこにもないのだ。

死の危険よりも恥を

　とはいえ、アテナイの皆さん、私がメレトスの訴状にあるような不正をはたらいていないことについては、たいした弁明はいらないように思います。いま述べたことだけで十分でしょう。それよりも、先ほども申し上げたこと――私がひどく憎まれるようになり、しかもその相手が大勢いるということ、これが本当だということは、どうかよくわかっていてください。もし私を滅ぼすものがあるとすれば、それはまさにこれです。メレトスでもアニュトスでもなく、大勢の人の中傷とねたみなのです。２８ｂこれまでにもそれは、ほかの多くの立派な人たちを滅ぼしてきましたし、これからも滅ぼしていくと思います。私のところで打ち止めになる心配など、まったくありません。

　すると、こう言う人がいるかもしれません。「ソクラテス、そんな生き方をしてきたせいで、いま死にそうな目にあっているというのに、きみは恥ずかしくないのかね」。その人には、私はこう言い返すのが正しいでしょう。「きみ、その言い分はまちがっている。少しでも役に立つ人間なら、生きるか死ぬかの危険を勘定に入れるべきだ、ときみが思っているのならね。そうではない。何かをするときには、ただ一つ、自分のしていることが正しいか不正か、すぐれた人間のふるまいか劣った人間のふるまいか、それだけを考えるべきなのだ。２８ｃきみの理屈でいけば、トロイアで命を落とした半神たちは、みな取るに足りない者だったことになる。ほかの者たちもそうだし、なによりテティスの子アキレウスがそうだ。彼は、恥ずべきことにあまんじるのにくらべれば、危険などまるで問題にしなかった。ヘクトルを討とうと意気込む彼に、女神である母は、たしかこんなふうに言ったはずだ。『わが子よ、もしおまえが友パトロクロスの仇を討ち、ヘクトルを殺せば、おまえ自身も死ぬことになる。ヘクトルのあとには、すぐさまおまえの最期が待っているのだから』。ところが彼は、これを聞いても死や危険を軽んじた。２８ｄそれよりはるかに恐れたのは、臆病者として生きながらえ、友の仇を討たずにおくことだった。だから彼は言う。『ならば、いますぐ死なせてくれ。不正をはたらいた者に報いを与えたうえで。舳先の反った船のかたわらで、もの笑いとなり、大地の重荷となって、ここに居残るよりは』と。どうだね、この人が死や危険を気にかけたと思うかね」

持ち場を守る

　アテナイの皆さん、本当のところ、こういうことなのです。人は、ここが最善と考えてみずから持ち場についたにせよ、上に立つ者から配置されたにせよ、その場所にとどまって危険に立ち向かうべきだと、私は思います。恥ずべきことにくらべれば、死であれほかの何であれ、勘定に入れてはなりません。２８ｅですから、アテナイの皆さん、もし私が次のようにふるまったとしたら、それこそとんでもないことをしでかしたことになるでしょう。ポテイダイアでも、アンピポリスでも、デリオンでも〔いずれもソクラテスが重装歩兵として従軍した戦場。〕、皆さんが私の上に立つよう選んだ指揮官たちが持ち場を命じたときには、私はほかの誰とも同じように、命じられた場所にとどまって死の危険を冒しました。ところが今度は神が私に持ち場を命じ――少なくとも私はそう考え、そう受けとめたのですが――知を愛し求め、自分自身と他人を吟味しながら生きなければならない、としたのです。２９ａそのときになって、死やほかの何かを恐れて持ち場を放り出すとしたら、どうでしょう。

　ひどい話ではありませんか。そうなったら、それこそ、私が神々を認めていないといって、法廷に引き出されても文句は言えないはずです。神託に従わず、死を恐れ、知恵もないのに知恵があると思いこんでいるのですから。というのも皆さん、死を恐れるというのは、知恵がないのにあると思いこむことにほかならないからです。つまり、知らないことを知っていると思いこむことです。死について知っている人は誰もいません。ひょっとすると死は、人間にとってあらゆる善いことのうちで最大のものかもしれないのに、そのことさえ誰も知らない。２９ｂそれなのに人々は、死が悪いことのうちで最大のものだとよく知っているかのように、それを恐れています。これこそ、責められてしかるべき無知――知らないことを知っていると思いこむ無知でなくて、何でしょう。

　皆さん、私がたいていの人と違うのは、ここでもやはりこの点においてなのでしょう。もし私が、誰かより何かの点で知恵があると言うとすれば、まさにこの点です。あの世のことについて十分には知らないので、そのとおり、知らないと思っている。けれども、不正をはたらくこと、自分よりすぐれた者に――神であれ人であれ――従わないことが、悪いことであり恥ずべきことだというのは、知っています。ですから、悪いと知っている悪いことをさしおいて、もしかすると善いことかもしれない、知らないことのほうを恐れたり避けたりすることは、けっしてないでしょう。

それでも神に従う

　２９ｃそこで、こういう場合を考えてみてください。アニュトスは、そもそも私をここに引き出すべきではなかったが、引き出した以上は死刑にしないわけにはいかない、と言いました。私がもし罪を逃れたら、皆さんの息子たちはソクラテスの教えることを実践して、たちまち一人残らず、すっかり堕落してしまうだろう、と皆さんに向かって言ったのです。いま皆さんがそのアニュトスを信じずに私を放免するとして、そのうえで私にこう言ったとしましょう。「ソクラテス、今回はアニュトスの言うことは聞かずに、きみを放免しよう。ただし条件がある。もうこの探究に時間を費やさないこと、哲学しないことだ。２９ｄもしまだそんなことをしているところを見つかったら、そのときは死んでもらう」。

　いま言ったような条件で皆さんが私を放免するとしても、私は皆さんにこう答えるでしょう。アテナイの皆さん、私は皆さんを大切に思い、愛しています。けれども、皆さんよりも神に従います。息のつづくかぎり、力のおよぶかぎり、私は哲学することをけっしてやめません。皆さんのうち誰であれ、そのつど出会った人に勧め、教え示すことをやめはしない。いつものように、こう言うのです。「この上なくすぐれた人よ、きみはアテナイ人ではないか。知恵においても力においても、もっとも偉大で、もっとも名高い国の人間だ。それなのに、お金ができるだけ多く手に入るようにと気づかって、恥ずかしくはないのかね。２９ｅ評判や名誉は気づかっておきながら、思慮や真実には、そして魂ができるだけすぐれたものになることには、気づかいもせず、心を向けもしないとは」。

　そして皆さんのうち誰かが異を唱え、自分はちゃんと気づかっていると言い張るなら、私はその人をすぐには放しませんし、立ち去りもしません。問いかけ、吟味し、問いただします。３０ａそして、徳を身につけていないのに身につけていると言っているように見えたら、もっとも価値あるものをもっとも軽んじ、つまらないものを重んじている、と言って責めるでしょう。若い人にも年配の人にも、よその国の人にもこの国の人にも、出会えば誰にでも、私はそうするつもりです。とりわけこの国の人たち、つまり皆さんには。皆さんは生まれのうえで、私により近いのですから。

　はっきり申し上げますが、これは神の命じていることなのです。そして私の考えでは、私が神に仕えてきたこのつとめ以上に大きな善いことは、この国で皆さんの身にこれまで起きたためしがありません。３０ｂ私が歩きまわってしていることといえば、ほかでもない、皆さんのうち若い人にも年配の人にも、こう説くことだけなのですから。からだやお金のことを、魂ができるだけすぐれたものになることより先に気づかってはいけない、それと同じほど熱心に気づかってもいけない。お金から徳が生まれるのではない。徳からこそ、お金も、そのほか人間にとって善いものがすべて、一人ひとりにとっても国全体にとっても、生まれてくるのだ――と。もしこんなことを言って若者を堕落させているのなら、これらの言葉こそ害のあるものだということになるでしょう。けれども、私がこれ以外のことを言っていると主張する人がいるなら、その人の言うことはでたらめです。ですから、アテナイの皆さん、私はこう申し上げたい。アニュトスに従うもよし、従わぬもよし。私を放免するもよし、しないもよし。３０ｃいずれにしても、たとえ何度死ぬことになろうと、私がほかのやり方をすることはないのですから。

アブのように

　どうか騒がないでください、アテナイの皆さん。先ほどお願いしたことを守ってください。私が何を言っても騒がずに、耳を傾けてほしいのです。聞けば、きっと皆さんのためにもなると思います。これからまだほかにも、皆さんが声をあげたくなるようなことをいくつか言うつもりですが、どうかそれだけはやめてください。よくわかっておいてほしいのです。私がいま言ったとおりの人間だとして、その私を殺したなら、皆さんは私よりも、むしろ自分自身に大きな害を与えることになります。私に害を与えることなど、メレトスにもアニュトスにもできはしません。できるはずもありません。３０ｄすぐれた人間が劣った人間から害を受けるなど、神の掟にかなわないことだと思いますから。

　なるほど、殺すことはできるかもしれません。国から追い出すことも、市民の権利を奪うこともできるでしょう。この男は――ほかにもそう考える人はいるでしょうが――それを大きな災いだと思っているのかもしれない。しかし私はそうは思いません。それよりはるかに大きな災いは、この男がいましていること、つまり人を不正に殺そうとくわだてることのほうです。ですから、アテナイの皆さん、いま私が弁明しているのは、人が思うかもしれないように自分のためでは、まったくありません。皆さんのためです。３０ｅ私に有罪の票を投じて、神が皆さんに授けた贈りものについて、取り返しのつかない過ちを犯すことのないように。

　もし私を殺したら、こういう人間はそう簡単には見つからないでしょう。少しこっけいなたとえになりますが、私は文字どおり、神の手でこの国に取りつけられているのです。国というのは、大きくて血すじのよい馬のようなものですが、図体が大きいせいでどうも動きがにぶく、アブか何かに刺されて目を覚ます必要がある。まさにそういうアブのような者として、神は私をこの国に取りつけたのだと思います。３１ａ私は皆さんを目覚めさせ、説きつけ、責めながら、一日じゅう、いたるところで皆さん一人ひとりにとまって、少しも休むことがありません。

　皆さん、こういう者は、そう簡単にはまた現れないでしょう。私の言うことを聞いてくださるなら、私を生かしておくはずです。けれども皆さんは、うたた寝から起こされた人のようにむっとして、アニュトスの言うままに私をぴしゃりと叩き、あっさり殺してしまうかもしれません。そうなれば皆さんは、残りの人生をずっと眠ったまま過ごすことになるでしょう。神が皆さんを案じて、また誰かほかの者を送りこんでくれないかぎりは。

　３１ｂ私が本当に、神からこの国に贈られたような人間であることは、次のことからもわかっていただけるはずです。私は自分のことをすべてほうっておき、家のことがかえりみられないのを、もう何年ものあいだ耐えてきました。そのいっぽうで、いつも皆さんのことにかかりきりで、父親か兄のように一人ひとりのところへ出かけていっては、徳を気づかうようにと説いてきたのです。これは、とても人間わざとは思えません。もしそれで何か得をしていたとか、報酬をもらってそう勧めていたというのなら、まだ話の筋も通ったでしょう。３１ｃところが実際は、皆さんもご覧のとおりです。告発者たちは、ほかのことは何もかも、あれほど恥知らずに告発してきたのに、この点についてだけは、私がかつて誰かから報酬を取り立てたとか、求めたとかいう証人を立てるほど、恥知らずにはなれませんでした。私のほうは、自分が本当のことを言っている証人として、十分なものを差し出せると思います。私の貧乏です。

ダイモーンの声

　ところで、私は一人ひとりのところへ出かけていってはこんな忠告をし、人のことにあれこれ口を出しているのに、公の場で皆さん大勢の前に進み出て国に忠告しようとは、あえてしない。これはおかしなことだと思われるかもしれません。そのわけは、皆さんがいろいろな所で私の口から何度も聞いてきたとおりです。３１ｄ私には、何か神からのもの、ダイモーンの合図とでもいうべきものが訪れるのです。メレトスが訴状のなかで茶化して書き立てたのも、これのことでした。それは子どものころから始まったもので、一種の声として私に起こります。そして起こるときにはいつも、私がしようとしていることを思いとどまらせるばかりで、何かをせよとすすめたことは一度もありません。私が政治にかかわろうとするのに反対しているのは、この声です。しかもその反対は、まことに当を得たものだったと私は思います。３１ｅよくわかっていただきたいのですが、アテナイの皆さん、もし私がずっと前に政治の仕事に手を出していたら、とうの昔に命を落としていたでしょうし、皆さんのためにも自分のためにも、何ひとつ役に立てなかったにちがいありません。

　本当のことを言うからといって、どうか腹を立てないでください。皆さんであれ、ほかのどんな民衆であれ、それに本気で逆らい、国のなかで不正なことや法に背くことがたくさん行われるのを食い止めようとする者は、誰ひとり無事ではいられないのです。３２ａむしろ、本当に正義のために戦おうとする者は、たとえわずかの間でも身を保とうと思うなら、公の人としてではなく、一私人として生きるほかありません。

二つの出来事

　このことについて、私は大きな証拠をお見せしましょう。言葉ではなく、皆さんが重んじるもの、つまり行いです。では、私の身に起こったことを聞いてください。そうすれば、おわかりになるでしょう。私は死を恐れて正義に背き、誰かに屈するようなことは決してしない。たとえ屈しなかったために命を落とすとしても、です。これからお話しするのは、いかにも法廷で聞かされそうな、鼻につく話ですが、本当のことです。３２ｂアテナイの皆さん、私はこの国で、ほかの役職には一度も就いたことがありません。ただ、評議員をつとめたことはあります。そして、ちょうど私たちの部族アンティオキスが政務委員〔プリュタネイス。五百人の評議会では、十の部族から五十人ずつ出た評議員が、一年を十に分けた期間を交代で受けもち、議事の運営にあたった。その当番の評議員。〕の番に当たっていたとき、皆さんは、海戦〔前四〇六年のアルギヌサイ沖の海戦。アテナイは勝ったが、嵐のため海に投げ出された兵や遺体を収容できず、指揮した将軍たちが罪に問われた。法では被告は一人ずつ裁くことになっていた。〕のあと海に投げ出された者たちを救い上げなかった十人の将軍を、まとめて一度に裁こうと決めました。後になって皆さんがそろって認めたとおり、これは法に反するやり方でした。そのとき政務委員のなかでただ一人、私は、法律に反することは何もしないようにと皆さんに逆らい、反対の票を投じたのです。弁論家たちは私を告発して引っ立てようと身構え、皆さんもけしかけて叫んでいました。３２ｃそれでも私は、投獄や死を恐れて、正しくないことを決めようとしている皆さんの側につくよりも、法と正義の側に立って危険を冒しぬくべきだと考えました。

　これは、国がまだ民主政だったころのことです。寡頭政の世になってからは、今度は三十人〔前四〇四年、ペロポネソス戦争に敗れたアテナイで、スパルタの後ろ盾を得て実権を握った三十人の寡頭政権。恐怖政治をしき、一年足らずで倒された。〕が私をほかの四人とともに政務委員の詰所である円堂（トロス）へ呼びつけ、サラミスのレオンを死刑にするからサラミスから連れて来い、と命じました。あの人たちは、ほかにも大勢の人にこうした命令をさんざん出していたものです。できるだけ多くの人を自分たちの罪に巻きこもうとしてのことです。３２ｄしかしそのとき私は、またしても言葉ではなく行いによって示しました。死のことなど、乱暴な言い方を許していただければ、私にはまったくどうでもいい。けれども、不正なことや神をおそれぬことは何ひとつしない、ということこそ、私の気にかけるすべてなのだ、と。あの政権は、あれほどの力をもちながら、私を脅して不正なことをさせることはできませんでした。円堂を出ると、ほかの四人はサラミスへ行ってレオンを連れて来ましたが、私はそのまま家に帰ってしまったのです。もし政権がほどなく倒れていなかったら、そのために私は死んでいたかもしれません。３２ｅこのことについては、証人がいくらでもいるはずです。

　さて、もし私が公の仕事に携わり、しかもそこで立派な人間にふさわしく正しいことに力を貸し、当然そうあるべきように、それを何より大事にしていたとしたら、私がこれほどの年月を生きながらえてこられたと、皆さんはお思いになりますか。とんでもない、アテナイの皆さん。３３ａほかのどんな人間であっても、そうはいかなかったはずです。

誰の教師にもならない

　むしろ私は、生涯を通じて、公の場で何かをしたことがあればそこでも、私生活でも、変わらずこういう人間だったことがおわかりになるでしょう。正義に反することについては、これまで誰にも一度として譲ったことがありません。ほかの人にも、私を中傷する人たちが私の弟子だと言いたてている者たちの誰にも、です。そもそも私は、誰の教師にもなったことはないのです。私が話をし、自分のつとめを果たしているところを聞きたいという人がいれば、若い人でも年配の人でも、拒んだことは一度もありません。３３ｂお金をもらうときだけ話し相手になり、もらわなければ話さない、などということもしていません。金持ちにも貧しい人にも分けへだてなく、私は自分を差し出して問いかけますし、望む人には、それに答えながら私の言うことを聞いてもらっています。ですから、その人たちのなかから立派な人間が出ようが出まいが、その責めを私が負わされるのは筋違いというものでしょう。私は誰にも、何かを教えると約束したことも、実際に教えたこともないのですから。もし誰かが、ほかの人たちみなが聞いていないことを、私から自分だけこっそり学んだとか聞いたとか言うなら、その人は本当のことを言っていない。そうよく承知しておいてください。

　３３ｃでは、いったいなぜ、ある人たちは私と一緒に長い時間を過ごすのを楽しむのでしょうか。アテナイの皆さん、そのわけはもうお聞きになりました。私は皆さんに、本当のことを洗いざらいお話ししたのですから。彼らは、自分では知恵があると思いこんでいて実はそうでない人たちが吟味されるのを、聞いていて楽しいのです。じっさい、なかなか愉快なものですからね。けれども私に言わせれば、これは神から命じられた仕事なのです。神託によっても、夢によっても、およそ神の定めが人間に何かをするよう命じてきた、ありとあらゆるやり方で、私はそれを命じられてきました。アテナイの皆さん、これは本当のことですし、たやすく確かめられることでもあります。

　３３ｄというのも、もし私が若者たちのうち、ある者を今まさに堕落させ、ある者はすでに堕落させてしまったのだとすれば、どうでしょう。そのなかに、年をとってから、若いころ私に何か悪いことをすすめられたと気づいた人がいるなら、その人たちが今ここへ進み出て、私を告発し、仕返しをしてしかるべきでした。本人たちにその気がないのなら、身内の誰か、父親や兄弟やほかの親族が、家族が私から何かひどい目にあわされたのであれば、今こそそれを思い出して仕返しをするのが当然だったでしょう。ともかく、そういう人たちの多くがここに来ているのが、私には見えています。３３ｅまず、私と同い年で同じ区の、ここにいるクリトン。そこのクリトブロスの父親です。それから、スペットス区のリュサニアス、そこにいるアイスキネスの父親。さらに、こちらのケピシア区のアンティポン、エピゲネスの父親です。それに、兄弟が私とのこうした時間をともにしてきた人たちも、ここにいます。テオゾティデスの子で、テオドトスの兄弟のニコストラトス。テオドトスはもう亡くなっていますから、彼が兄弟に頼みこんで口をつぐませた、ということもありえません。それから、デモドコスの子で、ここにいるパラロス。テアゲスはその兄弟でした。３４ａそしてここにいるのが、アリストンの子アデイマントスで、こちらのプラトンがその兄弟。それにアイアントドロス。こちらのアポロドロスがその兄弟です。

　ほかにも大勢の名前を挙げることができます。メレトスは、自分の弁論のなかで、なによりもそのうちの誰かを証人として立てるべきでした。もしそのときは忘れていたのなら、今からでも立てればいい。私は場所を譲りますから、何かそういう証言があるなら言ってもらいましょう。３４ｂところが皆さん、実際はまるで反対で、この人たちはみな、メレトスやアニュトスに言わせれば身内を堕落させ、ひどい目にあわせているはずのこの私に、力を貸そうと待ちかまえているのがおわかりになるでしょう。堕落させられた当人たちなら、私に加勢するのにも何かわけがあるのかもしれません。けれども、堕落などしていない、もういい年の大人である彼らの身内が、私に加勢するのに、正しくまっとうな理由のほかにどんな理由があるでしょうか。メレトスは嘘をつき、私は本当のことを言っている――それを彼らが知っている、という理由のほかに。

泣いて嘆願はしない

　さて、皆さん。私が弁明として言えることは、だいたいこんなところです。ほかにも似たようなことがあるかもしれませんが。３４ｃところで、皆さんのなかには、わが身をふり返って腹を立てる人がいるかもしれません。その人は、この裁判より小さな裁判を争ったときでさえ、涙ながらに裁判官たちに頼みこみ、すがりつき、できるだけ憐れんでもらおうと、自分の幼い子どもたちを壇に上げ、ほかにも親類や友人を大勢連れて来た。それなのに私は、どうやらこのうえない危険にさらされているらしいのに、そういうことを何ひとつしようとしない、というわけです。３４ｄそう考えた人は、私に対して態度を硬くし、まさにこのことに腹を立てて、怒りにまかせて票を投じるかもしれません。もし皆さんのなかにそういう人がいるとしたら――私自身は、いるとは思っていませんが、もしいるのなら――その人にはこう言えば穏当だろうと思います。ねえ、あなた、私にもやはり身内というものはいるのです。ホメロスの言葉そのままに、私だって「樫の木や岩から」生まれたわけではなく、人間から生まれたのですから。身内もいれば、アテナイの皆さん、息子も三人います。一人はもう若者になりかけ、あとの二人はまだ幼い子どもです。けれども私は、そのうちの誰ひとりここへ上げて、無罪の票を入れてくれと皆さんに頼むつもりはありません。では、なぜそういうことを何ひとつしないのか。３４ｅアテナイの皆さん、意地を張っているからでも、皆さんを軽んじているからでもありません。私が死を前にして平然としていられるかどうかは、また別の話です。ともかく評判という点から言えば、私にとっても皆さんにとっても、そして国全体にとっても、私がそういうことをするのは見苦しいと思うのです。私はこの年齢ですし、こういう名も背負っています。３５ａそれが本当であれ嘘であれ、ソクラテスはほかの大多数の人たちとはどこか違う、と世間で思われているのはたしかなのですから。

　ですから、皆さんのうち、知恵であれ勇気であれ、ほかのどんな徳であれ、人にまさると思われている人たちがそんなふるまいをするとしたら、恥ずかしいことでしょう。じっさい私は、ひとかどの人物と思われている人たちが、裁かれる段になって、あきれたことをしでかすのを何度も見てきました。死刑になったら何か恐ろしい目にあうと思いこんでいるかのようで、まるで皆さんが死刑にしなければ、いつまでも死なずにいられるとでもいうふうに。こういう人たちは国に恥をかかせている、と私には思えます。３５ｂこれでは、よその国の人でさえ、こう受けとりかねません。アテナイ人のなかで徳にすぐれ、アテナイ人自身が役職やほかの名誉ある地位に選んでいる人たちも、女と少しも変わらないではないか、と。アテナイの皆さん、皆さんのうち、いくらかでもひとかどの者と思われている方々は、こういうことをしてはなりませんし、私たちがそうしたときにも、皆さんはそれを許してはなりません。むしろ、はっきり示すべきです。こうした哀れっぽい芝居を持ちこんで国を笑いものにする者のほうを、静かにしている者よりもはるかに進んで有罪にするのだ、と。

裁判官の誓い

　３５ｃ評判のことは別にしても、皆さん、裁判官に頼みこむのも、頼みこんで無罪を勝ちとるのも、正しいことではないと私は思います。そうではなく、事実を教えて説得すべきなのです。裁判官がそこに座っているのは、情けで正義を曲げてやるためではなく、何が正しいかを判定するためでしょう。しかも裁判官は、自分の気に入った者に情けをかけるのではなく、法律に従って裁くと誓いを立てています。ですから、私たちが皆さんに誓いを破る癖をつけさせてはなりませんし、皆さんもそんな癖を身につけてはいけない。そうなれば、私たちのどちらも、神を敬っていることにはならないでしょう。３５ｄですからアテナイの皆さん、私が皆さんの前で、立派だとも正しいとも、神の道にかなうとも思えないようなことをしなければならない、などと求めないでください。ましてや、ゼウスに誓って、ほかでもない神を敬わない罪で、ここにいるメレトスに訴えられているこの私なのですから。はっきりしているではありませんか。もし私が、誓いを立てている皆さんを説き伏せ、頼みこんで無理に動かしたとしたら、私は皆さんに、神々は存在しないと思えと教えていることになるでしょう。そして弁明しているつもりで、文字どおり、神々を認めていないと自分で自分を告発するはめになるわけです。しかし、そんなことはまったくありません。アテナイの皆さん、私は神々を認めています。私を告発した人たちの誰ひとりかなわないほどに。そして、どうすれば私にとっても皆さんにとっても最善となるか、私についての判定を、皆さんと神とにおゆだねします。


二　刑の申し出

〔投票の結果、ソクラテスは有罪とされた。告発側は死刑を求めている。被告は自分にふさわしいと考える刑を申し出て、裁判官はふたたび投票でどちらかを選ぶ。〕

あと三十票で無罪

　３５ｅ　３６ａアテナイの皆さん、皆さんが私に有罪の票を投じたこの結果に、私は腹を立ててはいません。そうしていられる理由はほかにもいろいろありますが、そもそもこうなることは、思いがけないことではありませんでした。それよりずっと驚いているのは、双方の票がこういう数になったことのほうです。私はてっきり、わずかな差ではなく、大差がつくものと思っていました。ところが実際には、どうやら三十票が反対側に入っていただけで、私は無罪になっていたようです。ですから、メレトスに関していえば、私の見るところ、いまでもう無罪をかちとったも同然でしょう。いや、無罪どころではありません。３６ｂ誰が見ても明らかなとおり、もしアニュトスとリュコンが私を告発しに壇に上がっていなければ、メレトスは票の五分の一も得られず、千ドラクマの罰金を科されていたはずなのです〔告発者は票の五分の一を得られないと、千ドラクマの罰金を科された。有罪票を告発者三人で頭割りすれば、メレトスの分は五分の一に届かない、という冗談。〕。

私にふさわしいもの

　さて、この男は私に死刑を求めています。よろしい。では私のほうは、アテナイの皆さん、何を刑として申し出ればよいのか。当然、自分の値打ちに見合ったもの、ということになるでしょう。では、それは何か。私はどんな目にあい、何を支払うのがふさわしいのでしょうか。なにしろ私は、何を思ったか生涯じっとしていることをせず、世間の大多数が気にかけること――金もうけや家の切り盛り、将軍職や民会での演説、そのほかの役職、そして国のなかで起こる徒党や党派争い――には目もくれずにきました。３６ｃそういうことに関わりながら身を全うするには、自分は本当にまっとうすぎる、と考えたからです。そこで、行っても皆さんのためにも自分のためにも何の役にも立たないところへは足を向けず、一人ひとりのもとへ出かけていって、私に言わせれば最大の恩恵を、個人的にほどこすほうへと向かいました。私は皆さんの一人ひとりを説得しようとしてきたのです。自分の持ちもののどれかを気づかうより先に、まず自分自身を気づかい、できるかぎりすぐれた、思慮ある人間になるようにすること。国についても、国に属することがらより先に、国そのものを気づかうこと。３６ｄそしてほかのことも、同じやり方で気づかうように、と。――さて、こういう人間である私は、何を受けるのがふさわしいのでしょう。

　よいものを受けるべきです、アテナイの皆さん――本当に値打ちどおりに刑を申し出なければならないのだとすれば。しかもそれは、私にふさわしいよいものでなくてはなりません。では、貧しくて、しかも皆さんの恩人であり、皆さんを励まし続けるために暇を必要としている男には、何がふさわしいか。アテナイの皆さん、そういう男がプリュタネイオン〔国の迎賓館。国に功績のあった人やオリュンピア競技の優勝者などが、ここで公費の食事を受ける栄誉にあずかった。〕で食事をふるまわれることほど、ふさわしいことはありません。皆さんのうちの誰かが、オリュンピアの競技で競馬や、二頭立て、四頭立ての戦車競走に勝った場合よりも、はるかにふさわしいでしょう。３６ｅその人は皆さんを幸福なように見せるだけですが、私は皆さんを本当に幸福にするのですから。それに、あの人は食べるものに困っていませんが、私は困っています。

　３７ａですから、正しく値打ちどおりの刑を申し出なければならないのなら、私はこれを申し出ます。プリュタネイオンでの食事を。

投獄も追放も選ばない

　おそらく皆さんには、私がこんなことを言うのも、さきほど泣き落としや嘆願について話したときと同じで、思い上がった強がりに聞こえるでしょう。しかし、アテナイの皆さん、そういうことではなく、むしろこういうことなのです。私は、自分が誰に対しても、すすんで不正をはたらいてはいないと確信しています。けれども、そのことを皆さんに納得してもらえずにいる。なにしろ、私たちが互いに話をした時間はわずかでしたから。３７ｂ思うに、ほかの国の人々のように、皆さんのところにも、死刑にかかわる裁判は一日だけで決めず、何日もかけて裁くという法律があったなら、皆さんも納得していたことでしょう。けれども実際には、短い時間で大きな中傷を晴らすのは容易ではありません。こうして誰に対しても不正をはたらいていないと確信している私が、ほかならぬ自分自身に不正をはたらくなど、とんでもない話です。自分で自分を不利に言いたて、何か悪い目にあって当然だと認めて、そのたぐいの刑をみずから申し出るつもりはありません。いったい何を恐れて？ メレトスが私に求めている刑を受けるのが怖いから、でしょうか。それが善いことなのか悪いことなのか、私は知らないと言っているのに。その代わりに、悪いとはっきりわかっているもののどれかを選んで、それを刑として申し出ろと？ 投獄でしょうか。３７ｃいったいなぜ私が牢獄のなかで、そのときどきに任じられる牢獄の役人たち、いわゆる「十一人」の奴隷のようになって生きなければならないのでしょう。では罰金にして、払い終えるまで拘留される、というのはどうか。しかしそれも、いま言ったのと同じことになります。払おうにも、私にはお金がないのですから。では、追放を申し出ましょうか。それなら、皆さんもひょっとすると受け入れてくれるかもしれませんから。

　アテナイの皆さん、もし私がそこまで分別をなくして、次のことさえ考えられないのだとしたら、よほど命が惜しくなっているにちがいありません。３７ｄ皆さんは私と同じ国の市民でありながら、私がいつもしている問答や議論に耐えられなかった。それどころか、それが重荷になり、うとましくなって、いまこうして厄介払いしようとしている。それなのに、よその人たちなら、たやすく耐えてくれるとでも？ とんでもない、アテナイの皆さん。さぞ結構な暮らしでしょうね、この歳になって国を出て、町から町へと渡り歩き、そのたびに追い出されて暮らすというのは。というのも、よくわかっているのです。どこへ行っても、ここと同じように、若者たちは私の話に耳を傾けるはずです。私がその若者たちを追い払えば、彼ら自身が年長者たちを説き伏せて、私を追い出すでしょう。３７ｅ追い払わなければ、今度はその父親や身内の者たちが、ほかならぬ若者たちのために、私を追い出すことになるのです。

黙ってはいられない

　すると、誰かがこう言うかもしれません。「ソクラテス、黙って、おとなしくしていることさえできれば、この国を出て、よそで暮らしていけるのではないか」と。じつは、皆さんのうちのある人たちに納得してもらうのが何よりむずかしいのは、まさにこの点なのです。

　３８ａなぜなら、それは神に従わないことであり、だからこそおとなしくしているわけにはいかないのだ、と私が言っても、皆さんは、私がとぼけているのだと思って信じないでしょう。また、こう言ったとしたら、なおさら信じてはもらえないはずです。人間にとって最大の善とは、まさにこれ――毎日、徳について、またそのほか、私が問答をして自分と他人を吟味するのを皆さんが聞いてきたさまざまな事柄について、語りあうことなのだ。そして、吟味のない人生など、人間にとって生きるに足るものではないのだ、と。皆さん、事実は私の言うとおりなのですが、それを納得してもらうのは容易ではありません。３８ｂそれに私は、自分が何か悪い目にあうのにふさわしいなどと考える習慣を、もちあわせてもいないのです。もしお金があったなら、払えるだけの額の罰金を申し出ていたでしょう。そうしたところで、何の害も受けなかったはずですから。けれども実際は、お金がない。もっとも、私に払える程度の額を刑として定めてくださるというのなら、話は別ですが。おそらく、銀一ムナくらいなら、皆さんにお支払いできるでしょう。ですから、その額を申し出ます。

　ところが、アテナイの皆さん、ここにいるプラトン、それにクリトン、クリトブロス、アポロドロスが、三十ムナを申し出ろ、自分たちが保証人になるから、と勧めてくれています。それでは、その額を申し出ることにしましょう。このお金については、この人たちが保証人になってくれます。十分に信用のおける人たちです。


三　判決のあとで

〔二度目の投票で、死刑が決まった。役人たちが手続きを進めるあいだ、ソクラテスは法廷に残った人々に語りかける。〕

有罪の票を入れた人々へ

　３８ｃアテナイの皆さん、ほんのわずかな時間のために、皆さんはこの国をけなしたがる人たちから、「知恵ある人ソクラテスを殺した」という汚名と非難を着せられることになるでしょう。皆さんを責めたがる人たちは、たとえ私が知恵ある者でなくても、きっとそうだと言いたてるはずですから。少し待ってさえいれば、皆さんの望みは、放っておいてもひとりでにかなっていたのです。ご覧のとおり、私はもう人生のずっと先まで来ていて、死のすぐそばにいる年齢なのですから。３８ｄもっとも、これは皆さん全員に向けた言葉ではなく、私に死刑の票を投じた方々に言っていることです。

　その同じ方々に、もう一つ言っておきたいことがあります。アテナイの皆さん、皆さんはたぶん、私が有罪になったのは言葉に詰まったからだと思っているでしょう。無罪になるためなら何をしても何を言ってもかまわないと私が考えていたなら、皆さんを説得できたはずの、そういう言葉が足りなかったのだ、と。とんでもない。たしかに私は、足りないものがあって有罪になりました。けれども、足りなかったのは言葉ではありません。足りなかったのは厚かましさと恥知らずさ、そして、皆さんがいちばん聞きたがるようなことを口にする気持ちです。３８ｅつまり皆さんは、私が泣いたりわめいたり、ほかにも、私に言わせれば自分にふさわしくないことをあれこれしたり言ったりするのを聞きたかったわけです。ほかの人たちからなら、いつも聞きなれているようなことを。しかし私は、あのときも、危険が迫っているからといって自由な人間にふさわしくないふるまいをすべきだとは思いませんでしたし、いまも、あのような弁明をしたことを後悔してはいません。あちらのやり方で生きのびるより、こちらのやり方で弁明して死ぬほうを、私はずっと選びます。

　３９ａ裁判でも戦争でも、私にかぎらず誰であれ、何をしてでも死を逃れようと策をめぐらすべきではありません。実際、戦いのさなかには、武器を投げ捨て、追ってくる敵に命乞いをすれば、少なくとも死ぬことだけは免れられる、とはっきりわかる場面がよくあるものです。ほかにも、どんな危険にあっても、何でもする、何でも言うという厚かましさがありさえすれば、死を逃れる手立てはいくらでもあります。いや、皆さん、むずかしいのは死を逃れることではないのかもしれません。むしろ、悪を逃れるほうがはるかにむずかしいのです。３９ｂ悪は死よりも速く走りますから。そしていま、私はのろまな年寄りなので、遅いほうに捕まりました。一方、私の告発者たちは、弁が立ってすばしこいものだから、速いほう、つまり悪に捕まったわけです。こうして私は、皆さんから死刑の判決を受けて立ち去ります。彼らのほうは、真理から、邪悪と不正という判決を受けて去っていく。私は私の刑に服しますし、彼らも彼らの刑に服する。これはたぶん、こうなるべくしてなったことなのでしょう。そして、これでほどよく釣り合っていると私は思います。

死を前にした予言

　３９ｃさて、私に有罪の票を入れた方々、このあとのことについて、皆さんに予言をしておきたいと思います。人は死を目前にしたとき、とりわけ予言をするものですが、私はもう、まさにその場所に来ているのですから。私を死に追いやった方々、はっきり申しましょう。私が死んだら、すぐに皆さんに罰が下ります。ゼウスに誓って、皆さんが私に与えた死刑よりも、はるかに重い罰が。皆さんがこんなことをしたのは、自分の生き方について申し開きを求められるのを、これで逃れられると考えたからでしょう。ところが、私に言わせれば、結果はまるで逆になるはずです。３９ｄ皆さんを問いただす人は、もっと増えるでしょう。これまで私が押しとどめていて、皆さんが気づかずにいた人たちです。彼らは若いぶん手厳しく、皆さんはますます腹を立てることになる。人を殺せば、自分たちの生き方が正しくないと非難する者を黙らせられる――そう思っているなら、それは考え違いというものです。そんな逃れ方は、とうていできるものではありませんし、立派でもありません。いちばん立派で、いちばんたやすい逃れ方は、他人を押さえつけることではなく、自分ができるかぎりよい人間になれるよう備えることです。私に有罪の票を入れた皆さんへの予言はこれだけにして、お別れしましょう。

無罪の票を入れた人々へ

　３９ｅ一方、無罪の票を入れてくださった方々とは、いま起きたこのことについて、ぜひお話ししたいと思います。役人たちが手続きに追われ、私が死ななければならない場所へまだ向かわずにいる、このあいだに。皆さん、どうかそれまで、もう少しここに残っていてください。話ができるうちは、互いに語りあってはいけない理由など何もありません。

　４０ａ皆さんは私の友人ですから、いま私の身に起きたことがいったい何を意味するのか、お見せしたいのです。裁判官の皆さん――そう、皆さんのことこそ、裁判官とお呼びするのが正しいでしょうから――私に、驚くべきことが起こりました。これまで私には、いつものお告げ、つまりダイモーンの合図があって、それはいつでもひんぱんに現れ、私が何か正しくないことをしようとすると、ごくささいなことでも反対してきたのです。ところが今日、皆さんもご覧のとおり、誰もが最悪の不幸だと思いかねない、また実際そう考えられてもいることが、私の身に降りかかりました。４０ｂそれなのに、けさ家を出るときにも、ここ法廷へ上がってくるときにも、弁論のどこかで何かを言おうとしたときにも、神の合図は一度も私を止めなかったのです。ほかの議論のときには、話している途中で私を引き止めたことが何度もあったというのに。それが今回の件にかぎっては、どんな行いについても、どんな言葉についても、合図はまったく反対しませんでした。では、その理由はどこにあると私は考えているのか。お話ししましょう。どうやら、私に起きたこのことは、よいことだったようなのです。４０ｃ死ぬことを悪だと思っている私たちは、どう考えてもまちがっているにちがいありません。その大きな証拠がありました。もし私がよいことに向かっているのでなければ、いつもの合図が反対しないはずはなかったのですから。

死は二つのうちのどちらか

　別の面からも考えてみましょう。死がよいものだと望める理由は、大いにあるのです。死ぬというのは、二つのうちのどちらかです。死んだ者はいわば無となって、何ひとつ感じなくなるのか。それとも言い伝えのとおり、魂がこの世から別の場所へ移る、一種の変化であり移住なのか。４０ｄそこで、もし死が何も感じない状態で、眠っている人が夢ひとつ見ないときの眠りのようなものだとしたら、死はすばらしい儲けものだということになるでしょう。というのも、こう思うのです。誰かが、夢さえ見ないほどぐっすり眠った一夜を選び出し、自分の生涯のほかの夜と昼をその一夜と並べてよく見比べ、その夜よりもよく、楽しく過ごした昼と夜が生涯にいくつあったかを言わなければならないとしたら、どうでしょう。４０ｅふつうの人はもちろん、ペルシアの大王でさえ、そんな昼や夜は、ほかの昼と夜にくらべてすぐに数えられるほどしかないと気づくだろう、と私は思います。ですから、死がそういうものなら、私はそれを儲けものだと言いましょう。そうなれば、すべての時をあわせても、ただの一夜より長くはないように思えるのですから。一方、もし死がこの世から別の場所へ旅立つようなものであり、死んだ人はみなそこにいるという言い伝えが本当だとしたら、裁判官の皆さん、これにまさるよいことがあるでしょうか。

　４１ａあの世に着いて、ここにいる裁判官を名乗る人たちから解放され、本当の裁判官たち――あの世で裁きをおこなうと言われるミノスやラダマンテュス、アイアコスやトリプトレモス、そのほか生前に正しい人であった半神たち――に出会えるとしたら、この旅立ちがつまらないものだなどと言えるでしょうか。あるいはまた、伝説の歌い手オルペウスやムサイオス、ヘシオドスやホメロスと一緒に過ごせるとしたら、皆さんのうちの誰であれ、そのためにどれほどのものを差し出すでしょう。これが本当なら、私は何度でも死にたいくらいです。４１ｂ少なくとも私自身にとって、あちらでの暮らしはすばらしいものになるでしょう。パラメデスや、テラモンの子アイアス〔パラメデスはオデュッセウスの策略で裏切り者の汚名を着せられて処刑され、アイアスはアキレウスの武具をめぐる審判でオデュッセウスに敗れ、自ら命を絶ったと伝えられる。〕や、ほかにも不当な裁判で命を落とした昔の人たちに出会い、自分の受けた仕打ちを彼らのそれと比べてみるのは――私が思うに――なかなか楽しいことでしょうから。そして何より、ここの人たちにしてきたのと同じように、あちらの人たちを吟味し、調べながら過ごせるのです。彼らのうちの誰が知恵ある人で、誰が知恵があると思っているだけで実はそうでないのかを。４１ｃ裁判官の皆さん、トロイアへ大軍を率いていった総大将〔アガメムノン〕や、オデュッセウスやシシュポス〔神々をも欺いた狡知で知られる伝説上の王。〕、そのほか名前をあげればきりのない大勢の男たち、女たちを吟味できるとしたら、人はそれにどれほどの値をつけるでしょう。あちらでその人たちと語りあい、ともに過ごし、吟味するのは、言いようもないほどの幸せにちがいありません。少なくとも、そんなことをしたからといって、あちらの人たちが人を死刑にすることは、まさかないはずです。あちらの人たちは、ほかの点でもこちらの人間より幸せですが、何より、言い伝えが本当なら、もうこの先ずっと死ぬことがないのですから。

善い人に悪いことはない

　ですから裁判官の皆さん、皆さんもどうか、死に対して希望をもっていてください。そして、次のことだけは真実として心にとめておいてほしいのです。４１ｄ善い人には、生きているときも死んでからも、悪いことは何ひとつ起こらないし、その人のことが神々からなおざりにされることもない、ということを。私の身に今度起きたことも、たまたま起きたのではありません。いま死んで、わずらわしいことから解き放たれるほうが、私にとってはよかったのだ。私にはそれがはっきりわかります。だからこそ、合図はどこでも私を引き止めなかったのですし、私も、有罪の票を入れた人たちや告発者たちに、さほど腹を立ててはいません。もっとも、彼らはそう考えて私を有罪にし、告発したのではありません。私を害するつもりだったのです。４１ｅその点は、責められてしかるべきでしょう。それでも、彼らに一つだけお願いがあります。私の息子たちが大人になったら、皆さん、その子らを懲らしめてやってください。私が皆さんを悩ませたのと同じやり方で、悩ませてやってほしいのです。もし息子たちが、徳よりも金や何かほかのものを先に気づかっているように見えたら、また、何者でもないのに何者かであるかのように思いあがっていたら、私が皆さんにしたように、叱ってやってください。気づかうべきことを気づかわず、何の値打ちもないのに自分をひとかどの者だと思いこんでいる、と。

　４２ａそうしてくだされば、私も息子たちも、皆さんから正しい扱いを受けたことになるでしょう。さて、もう行く時が来ました。私は死ぬために、皆さんは生きるために。けれども、私たちのどちらがよりよい方へ向かうのか、それは誰にもわかりません。神のほかには。


クリトン

〔登場人物　ソクラテス、クリトン。　場所　アテナイの牢獄。判決からひと月近くたった、ある日の夜明け前。〕

夜明け前の牢獄

ソクラテス　４３ａこんな時刻にどうしたんだ、クリトン。まだ早いんじゃないかね。

クリトン　ああ、ずいぶん早い。

ソクラテス　何時ごろだろう。

クリトン　夜明け前、まだ暗いうちだ。

ソクラテス　よく牢番が聞き入れてくれたものだね。

クリトン　もう顔なじみなんだよ、ソクラテス。ここへはたびたび通っているからね。それに、ちょっとした心づけもしてある。

ソクラテス　来たのはいまかね、それとも前から？

クリトン　かなり前からだ。

ソクラテス　４３ｂそれなら、どうしてすぐに起こしてくれなかったんだ。黙ってそばに座っていたりして。

クリトン　いや、ゼウスに誓って、ソクラテス、ぼくだってできることなら、こんなに眠れず、悲しみに沈んだままでいたくはないよ。それなのにきみときたら、あんまり気持ちよさそうに眠っているものだから、さっきからずっと感心して見ていたんだ。だからわざと起こさなかった。できるだけ心地よく時を過ごしてほしくてね。これまでも、きみの生き方は幸せなものだと何度も思ってきたが、今度のような災難を、こんなに軽々と、穏やかに受けとめているのを見ると、なおさらそう思うよ。

ソクラテス　いや、クリトン、この歳になって、もう死ななければならないからといって嘆き悲しむのは、調子はずれというものだろう。

クリトン　４３ｃでも、ソクラテス、同じ年ごろでこうした災難にみまわれる人はほかにもいるけれど、歳のおかげで、降りかかった運命を嘆かずにすむ人なんて、ひとりもいやしない。

ソクラテス　それはそうだ。で、いったいなぜこんなに早く来たんだね。

クリトン　知らせを持ってきたんだ、ソクラテス。つらい知らせを。きみにとってはそうでもないと、ぼくには思えるけれど、ぼくにとっても、きみの仲間みんなにとっても、つらく、重い知らせだ。なかでもぼくには、これ以上ないほど重くこたえるもののひとつだと思う。

ソクラテス　どんな知らせかね。４３ｄもしや、あの船がデロスから着いたのか――それが着いたら、わたしが死ななければならない、あの船が〔アテナイは毎年、デロス島のアポロンのもとへ聖使の船を送った。その船が戻ってくるまでは国を清浄に保つため、死刑は執行されない決まりだった。〕

クリトン　まだ着いてはいない。でも、今日のうちには来ると思う。スニオンから来た人たちが、船をあそこに残してきたと知らせているからね。その話からすると、今日来るのははっきりしている。そうなれば、ソクラテス、きみは明日、どうしても命を終えなければならない。

ソクラテス　クリトン、それならそれで、よい巡り合わせであるように。神々の意にかなうのなら、そうなるがいい。とはいえ、船が今日着くとは思わないがね。

白い衣の女の夢

クリトン　４４ａどうしてそう推しはかるんだい。

ソクラテス　では話そう。たしか、わたしは船が着いた翌日に死ななければならないのだったね。

クリトン　少なくとも、その件を取りしきる者たちはそう言っている。

ソクラテス　それなら、船が着くのはこれから明ける今日ではなく、その次の日だと思うのだ。そう推しはかるのは、今夜、少し前に見た夢のせいでね。きみが起こさずにいてくれたのは、ちょうどいい頃合いだったのかもしれない。

クリトン　で、その夢というのは？

ソクラテス　４４ｂ美しく、姿のすぐれた女の人が、白い衣をまとって近づいてきて、わたしを呼び、こう言ったように思えたのだ。「ソクラテスよ――三日目に　なれは着くべし　土ゆたかなる　プティアの国へ」〔『イリアス』第九歌で、アキレウスが三日目には故郷プティアに着くだろうと語る一行。ソクラテスはこれを、今日から数えて三日目に死ぬという知らせと受けとっている。〕

クリトン　奇妙な夢だね、ソクラテス。

ソクラテス　いや、むしろはっきりした夢だよ。少なくとも、わたしにはそう思える、クリトン。

クリトン　どうやら、はっきりしすぎているくらいだ。だが、頼むよ、ソクラテス、いまからでも遅くない、ぼくの言うことを聞いて、助かってくれ。きみが死んだら、ぼくにとって不幸はひとつではすまない。もう二度と見つからないような友を奪われるだけじゃないんだ。４４ｃそのうえ、きみやぼくのことをよく知らない多くの人たちに、ぼくは、金を出す気さえあればきみを救えたのに、それを怠ったと思われるだろう。友より金を大事にしていると思われること以上に、恥ずかしい評判があるだろうか。世間の大多数は、ぼくらがあれほど熱心にすすめたのに、きみ自身がここを出ようとしなかったなどとは、信じてくれないだろうからね。

世間の思わく

ソクラテス　だが、ねえクリトン、どうしてわたしたちが世間の大多数の思わくを、そんなに気にかけなければならないのかね。いちばんまっとうな人たち――考えに入れるべきなのは、むしろこの人たちのほうだ――は、事が実際に行われたとおりに行われたのだと、ちゃんと見てくれるだろう。

クリトン　４４ｄでもね、ソクラテス、わかるだろう、世間の大多数の思わくも気にしないわけにはいかないんだ。いまのこの事態そのものが、はっきり示しているじゃないか。誰かが彼らのあいだで中傷されたら最後、世間の大多数は、小さな悪どころか、ほとんど最大の悪でさえやってのけられるのだと。

ソクラテス　クリトン、世間の大多数が最大の悪をなしうるものなら、どんなによかったろう。そうであれば、最大の善もなしうるわけで、それは結構なことだったはずだ。ところが実際には、そのどちらもできはしない。人を思慮ある者にすることも、愚かな者にすることもできず、ただ行き当たりばったりのことをしているだけなのだよ。

今夜のうちに

クリトン　４４ｅまあ、そのことはそれでいいとしよう。でも、ソクラテス、これだけは聞かせてくれ。きみはまさか、ぼくやほかの仲間のことを心配しているんじゃないだろうね。きみがここを抜け出したら、密告屋どもが、ぼくらがきみを盗み出したと言い立てて面倒を起こし、ぼくらは財産をそっくり失うか、大金を取られるか、そのうえ何かほかのひどい目にまであわされるのではないか、と。４５ａもしそんなことを恐れているのなら、気にしないでくれ。きみを救うためなら、ぼくらはこのくらいの危険、いや、必要とあればもっと大きな危険でも冒すのが当然なんだ。さあ、ぼくの言うとおりにして、ほかのやり方はしないでほしい。

ソクラテス　そのことも心配しているよ、クリトン。ほかにもいろいろとね。

クリトン　それなら、そんな心配はしないでくれ。そもそも、きみを救い出してここから連れ出そうという者たちが受け取る金は、たいした額じゃない。それに、この密告屋どもがどれほど安く買えるか、わからないかい。あいつら相手に大金はいらないだろう。４５ｂそれにきみには、ぼくの財産がある。ぼくの思うに、それで十分だ。かりに、ぼくの身を案じてぼくの金を使うべきではないと思うなら、よその国からこちらに来ている人たちが、喜んで出そうと待ちかまえている。そのうちのひとり、テバイのシミアスは、まさにこのためにと十分な金を持ってきているし、ケベスも、ほかにもずいぶん大勢の人が用意している。だから、さっきから言っているとおり、そんなことを恐れて、自分を救うのをあきらめないでくれ。法廷できみが言っていたように、国を出たらどう身を処していいかわからない、などと思い悩むこともない。４５ｃほかのどこへ行っても、あちこちできみは大事にされるだろう。テッサリアへ行きたいなら、あちらにはぼくと親交のある人たちがいて、きみを手厚くもてなし、身の安全も守ってくれる。テッサリアでは誰ひとり、きみを苦しめたりしないよ。

　それにね、ソクラテス、きみがしようとしていることは、正しいことだとさえぼくには思えない。助かることができるのに、自分で自分を見捨てるなんて。きみを亡き者にしようとした敵が望みもし、実際に躍起になって進めてきた、まさにそのとおりのことを、きみは自分の身に急いで招こうとしている。そのうえ、自分の息子たちまで見捨てようとしているように、ぼくには見える。４５ｄ育てあげ、教育してやることもできるのに、きみはあの子たちを置き去りにして行ってしまうつもりなんだ。そうなれば、きみに関するかぎり、あの子たちは運しだいで生きていくことになる。そしておそらく、親をなくした子がよくたどるような目にあうだろう。子どもはつくらないか、つくったからには最後まで苦労をともにして、養い、教育してやるべきなんだ。それなのにきみは、いちばん安易な道を選ぼうとしている。勇気ある立派な人が選ぶ道をこそ、選ぶべきじゃないか。生涯をかけて徳を大切にすると言いつづけてきた人なら、なおさらだ。４５ｅぼくは、きみのためにも、きみの仲間であるぼくらのためにも、恥ずかしくてならない。きみをめぐるこの一件が、何から何までぼくらの意気地のなさのせいでこうなったのだと思われはしないか、とね。訴えが法廷に持ちこまれたこと――持ちこまれずにすむ道もあったのに――、裁判そのものの成り行き、そしてとどめに、この一件の笑いぐさともいうべき、この最後の場面だ。４６ａぼくらが何かの卑しさと意気地のなさのせいで、みすみす機会を逃したように見えてしまう。ぼくらが少しでも役に立つ人間なら、できたはずのこと、やれたはずのことなのに、ぼくらはきみを救わず、きみも自分を救わなかったのだ、と。

　だからね、ソクラテス、気をつけてくれ。これが不幸であるうえに、きみにとってもぼくらにとっても恥さらしにならないように。さあ、よく考えてくれ――いや、もう考えている時じゃない、考えを決めていなければならない時だ。とるべき道はひとつしかない。今夜のうちに、何もかもすませてしまわなければならないんだ。これ以上ぐずぐずしていたら、もう無理だ、もうどうにもならない。だから、ソクラテス、何としてもぼくの言うことを聞いて、ほかのやり方は決してしないでくれ。

理にだけ従う

ソクラテス　４６ｂ親愛なるクリトン、きみの熱意は大いに値打ちのあるものだ。そこに何かしらの正しさが伴っているなら、の話だがね。そうでなければ、熱意は大きければ大きいほど、それだけ厄介なものになる。だから、わたしたちはまず、そうすべきかどうかを考えてみなければならない。なにしろわたしは、いまに始まったことではなく昔から、自分のうちのほかの何ものにも従わず、よくよく考えて最善と思える理（ロゴス）にだけ従う人間なのだから。こういう運命がふりかかったからといって、これまで自分が語ってきた理を、いまさら投げ捨てることはできない。それらはわたしの目には、ほとんど以前のままに映っている。４６ｃだからこそ、前と同じ理を、いまも変わらず重んじ、尊んでいるのだよ。いまこの場で、それよりすぐれた理を示せないかぎり、いいかね、わたしはけっしてきみに譲らない。たとえ世間の大多数の力が、いまよりもっと多くの脅しを持ち出して、子どもをお化けでおどかすようにわたしたちをおどかし、牢獄や死刑や財産の没収を差し向けてきたとしても、だ。

　では、どうすればこのことを、いちばん穏当に考えられるだろう。まず、きみが持ち出した、人々の意見についての話を取りあげてみてはどうかな。４６ｄ意見には、耳を傾けるべきものと、そうでないものとがある――わたしたちはいつもそう言ってきたが、それは正しかったのか、どうなのか。それとも、わたしが死ななければならなくなる前までは正しかったけれど、いまになって、あれは口先だけで言っていたにすぎず、じつは子どもの遊び、たわごとだったと、はっきりしてしまったのだろうか。クリトン、わたしはそれを、きみといっしょに確かめてみたいのだ。こういう境遇になったいま、あの理がわたしの目に少しでも違って映るのか、それとも同じに映るのか。そして、それを捨て去るのか、それとも従うのか。４６ｅ思うに、筋の通ったことを言っているつもりの人たちは、いつもこんなふうに言っていたはずだ。ちょうどいまわたしが言ったように、人間がいだく意見のなかには、大いに重んじるべきものもあれば、そうでないものもある、と。神々に誓って、クリトン、これは正しい言い分だと思わないかね。

　４７ａというのも、きみは、人の身に起こりうることとして見るかぎり、明日死ぬことにはなっていない。だから、目の前の災いに判断を狂わされることもないだろう。そのうえで、よく考えてみてくれ。人々の意見はすべて重んじるべきではなく、あるものは重んじ、あるものは重んじない。それも、すべての人の意見ではなく、ある人の意見は重んじ、ある人の意見は重んじない――そう言うのは、もっともだと思わないか。どうだね。これは正しい言い分ではないかね。

クリトン　正しいとも。

ソクラテス　では、よい意見は重んじ、悪い意見は重んじない、と。

クリトン　そうだね。

ソクラテス　そして、よい意見とは思慮のある人たちの意見、悪い意見とは思慮のない人たちの意見ではないか。

クリトン　もちろん。

医者と体育教師のたとえ

ソクラテス　さあ、それでは、こういうことについては、どう言われていたかな。４７ｂ体を鍛えている人が、それに打ち込んでいるとき、誰彼かまわずあらゆる人のほめ言葉や非難や意見に気を配るだろうか。それとも、医者なり体育教師なりにあたる、ただ一人の人の言うことにだけ気を配るだろうか。

クリトン　その一人の言うことにだけだ。

ソクラテス　それなら、恐れるべきはその一人の非難であり、喜んで受けとるべきはその一人のほめ言葉であって、多くの人のそれではない。

クリトン　わかりきったことだ。

ソクラテス　だとすれば、その人は、指導する立場にあって事情に通じたその一人がよしとするやり方で、ふるまい、鍛え、さらには食べたり飲んだりしなければならない。ほかの人たちみんながよしとするやり方よりもね。

クリトン　そのとおりだ。

ソクラテス　４７ｃよろしい。ではもし、その一人に従わず、その人の意見やほめ言葉をないがしろにして、何もわかっていない多くの人の言うことを重んじたら、その人は何もひどい目にあわずにすむだろうか。

クリトン　すむはずがない。

ソクラテス　そのひどい目とは何だろう。それはどこへ向かい、従わない人のどの部分にふりかかるのだろう。

クリトン　言うまでもなく、体にだ。台なしになるのは体なのだから。

ソクラテス　よく言ってくれた。では、ほかのことも同じではないかね、クリトン。いちいち全部たどるのはやめておくが、とりわけ、正しいことと不正なこと、醜いことと美しいこと、よいことと悪いこと――まさにいま、わたしたちが相談しているこの事柄についてだ。わたしたちは世間の大多数の意見に従い、それを恐れるべきなのか。４７ｄそれとも、もしそれに通じた人が一人でもいるなら、その一人の意見に従い、ほかの人みんなよりもその人をこそ、恥じ、恐れるべきなのか。もしその人についていかなければ、わたしたちは、あのもの――正しいことによってよくなり、不正なことによって滅びる、とわたしたちが言っていたもの――を損ない、傷めつけることになるだろう。それとも、そんなものは何でもないのかね。

クリトン　ぼくは、きみの言うとおりだと思う、ソクラテス。

ソクラテス　さあ、では考えてみよう。４７ｅ健康によってよくなり、病気によって損なわれるもの、それを、わかっている人たちの意見に従わずに台なしにしてしまったとする。そうしてだめになったものを抱えたまま、わたしたちにとって、人生はなお生きるに値するだろうか。そのものとは、たしか体のことだったね。ちがうかね。

クリトン　ああ、体だ。

ソクラテス　では、みじめな、だめになった体を抱えて、人生は生きるに値するだろうか。

クリトン　とんでもない。

ソクラテス　それなら、あのもの――不正によって傷めつけられ、正しいことによって益を受けるもの――がだめになっても、人生は生きるに値するだろうか。４８ａそれとも、わたしたちのうちで、不正や正義がかかわるもの――それが何であれ――のほうが、体よりもつまらないものだと考えるのかね。

クリトン　いや、けっしてそんなことはない。

ソクラテス　むしろ、もっと尊いものだと？

クリトン　ずっと尊いとも。

ソクラテス　だとすれば、いいかね、きみ、世間の大多数がわたしたちのことをどう言うかなど、それほど気にかけることはまったくない。気にかけるべきは、正しいことと不正なことに通じたその一人、そして真理そのものが何と言うかだ。そうなると、まず第一に、きみの話の持ちかけ方はそこで間違っている。正しいこと、美しいこと、よいこと、そしてその反対のことについて、世間の大多数の意見を気にかけなければならない、と持ちかけたのだからね。「けれども」と、誰かが言うかもしれない。「その世間の大多数には、わたしたちを殺すことだってできるのだ」と。

クリトン　４８ｂそれもまた明らかだね。じっさい、そう言う者はいるだろうよ、ソクラテス。

ただ生きるのではなく

ソクラテス　きみの言うとおりだ。だがね、きみ、いまわたしたちがたどってきたこの理は、わたしには、やはり前と変わらないように思える。では、こちらの理はどうだろう。わたしたちにとって、いまも変わらずに成り立っているのか、いないのか、考えてみてくれ。いちばん大切にすべきは、ただ生きることではなく、よく生きることだ――という理だ。

クリトン　ああ、変わらないとも。

ソクラテス　では、よく生きるとは、美しく生きること、正しく生きることと同じだ、というのは？　変わらないか、それとも変わるかね。

クリトン　それも変わらない。

ソクラテス　それなら、いま認めあったことにもとづいて考えるべきは、ここだ。４８ｃアテナイ人の許しもないまま、わたしがここから出ていこうとするのは、正しいのか、正しくないのか。正しいと見えるなら、やってみよう。そうでないなら、やめておこう。きみが言っていた、金を使うことや、評判や、子どもを育てることについての考えは、クリトン、ほんとうのところ、あの世間の大多数の考えることではないかと思う。分別もなく、たやすく人を殺しておいて、できるものなら同じように軽々しく生き返らせもするだろう人たちのね。だが、わたしたちにとっては、理がこう導く以上、考えるべきことは、さっき言ったこと以外にはないのだろう。４８ｄつまり、わたしをここから連れ出してくれる人たちに金を払い、礼を尽くし、自分たちも連れ出す側、連れ出される側になる――それで、わたしたちは正しいことをするのか。それとも、ほんとうは、そのすべてによって不正をはたらくことになるのか。そして、もしそれが不正なふるまいだと見えたなら、ここにとどまっておとなしくしていれば死なねばならないとしても、ほかにどんな目にあうとしても、そんなことを勘定に入れるべきではないのだろう。不正をはたらくことに比べればね。

クリトン　きみの言うことは、もっともだと思うよ、ソクラテス。だが、ぼくらはどうしたらいいのか、そこを考えてくれ。

ソクラテス　よき友よ、いっしょに考えよう。４８ｅわたしの言うことに、どこか反論できるところがあるなら、反論してくれ。そうすれば、わたしはきみに従おう。だが、ないのなら、ねえきみ、アテナイ人の意に反してでもわたしはここから出ていくべきだ、という同じ話を何度もくり返すのは、もうやめてほしい。わたしとしては、こうするにあたって、ぜひともきみを説得したうえでそうしたいのだ。きみの意に反してではなくね。４９ａさあ、考えの出発点がこれでいいかどうか、見てくれたまえ。そして、問われたことには、きみがいちばんそう思うとおりに答えるよう努めてほしい。

クリトン　やってみよう。

不正に不正を返さない

ソクラテス　わたしたちは、どんな仕方であれ、みずから進んで不正をはたらいてはならない、と言うのだろうか。それとも、ある仕方でなら不正をはたらいてよいが、別の仕方ではいけない、と言うのだろうか。それとも、これまで何度もわたしたちが認めあってきたように、不正をはたらくことは、けっしてよいことでも美しいことでもないのか。それとも、以前のあの同意はみな、この数日のうちに、すっかりこぼれ落ちてしまったのだろうか。４９ｂクリトン、わたしたちはこんな年の男どうしになって、ずっと昔から大まじめに語りあってきながら、じつは子どもと少しも変わらなかったことに、自分で気づかずにいたというのか。それとも、何をおいても、あのときわたしたちが言っていたとおりなのだろうか。世間の大多数がそう言おうと言うまいと、わたしたちがこれからさらにつらい目にあうにせよ、もっと穏やかな目ですむにせよ、それでも、不正をはたらくことは、はたらく当人にとって、どこから見ても悪いことであり、醜いことなのだ、と。わたしたちはそう言うのか、言わないのか。

クリトン　そう言う。

ソクラテス　それなら、けっして不正をはたらいてはならない。

クリトン　むろん、そうだ。

ソクラテス　だとすれば、不正をされても、不正で仕返しをしてはならないことになる。世間の大多数は、仕返しをしてよいと考えているがね。なにしろ、けっして不正をはたらいてはならないのだから。

クリトン　４９ｃしてはならないようだね。

ソクラテス　では、これはどうだろう。人をひどい目にあわせるべきだろうか、クリトン、それともいけないだろうか。

クリトン　いけないに決まっているさ、ソクラテス。

ソクラテス　では、ひどい目にあわされたからといって、仕返しにひどい目にあわせるのは――世間の大多数はそれでいいと言うが――正しいのか、正しくないのか。

クリトン　けっして正しくない。

ソクラテス　それというのも、人をひどい目にあわせるのは、不正をはたらくのと何も変わらないからだ。

クリトン　たしかに。

ソクラテス　だから、不正で仕返しをしてもならないし、誰であれ人をひどい目にあわせてもならない。たとえその人たちから、どんな目にあわされたとしても。４９ｄだが、クリトン、これに同意するときは、心にもない同意をしていないか、よく気をつけてくれ。こう考える人、これから考えるようになる人が、ごくわずかなのは、わたしにもわかっているのだから。そう考える人たちと、そう考えない人たちのあいだには、ともに話しあう地盤がない。互いの考えを目にすれば、互いに相手を見下すほかないのだ。だから、きみもよくよく考えてほしい。きみはこの考えをわたしと分かちあい、ともに賛成するのか。そして、不正をはたらくのも、不正に不正を返すのも、ひどい目にあわされて仕返しにひどい目にあわせ、身を守ろうとするのも、けっして正しくない――ここを出発点にして、わたしたちは考えはじめることにしようか。それとも、きみはそこから離れて、この出発点を分かちあわないのか。４９ｅわたしには、昔からそう思えてきたし、いまもそう思える。だが、もしきみがどこか別の考えに至っているなら、言ってくれ、教えてくれ。けれども、前の考えを変えずにいるのなら、この先を聞いてほしい。

クリトン　ああ、変えずにいるし、ぼくも同じ考えだ。さあ、話してくれ。

ソクラテス　では、次のことを言おう。いや、むしろ尋ねよう。人が誰かに同意したことは、それが正しいことであるなら、果たすべきだろうか、それとも、あざむいてかまわないだろうか。

クリトン　果たすべきだ。

ソクラテス　では、そこから見てくれ。５０ａ国を説得もしないまま、わたしたちがここから出ていくとしたら、わたしたちは誰かを――それも、いちばんそうしてはならない相手を――ひどい目にあわせることになるのか、ならないのか。そして、正しいと認めて同意したことを、守ることになるのか、ならないのか。

クリトン　ソクラテス、きみの問いにはどう答えたらいいかわからない。何を言おうとしているのか、よくのみこめないんだ。

国法の問いかけ

ソクラテス　では、こう考えてみてくれ。わたしたちがここから逃げ出そうとしている――いや、なんと呼ぶのがふさわしいかはともかく――ちょうどそのときに、国法と国がそろってやって来て、わたしたちの前に立ちはだかり、こう問いただしたとしよう。「言ってみるがいい、ソクラテス。おまえは何をするつもりなのか。５０ｂいま手をつけようとしているそのふるまいで、われわれ国法を、そしてこの国全体を、おまえの力の及ぶかぎり滅ぼそうともくろんでいるのでなくて、なんだというのか。それともおまえは、いったん下された判決がなんの力ももたず、一個人の手で無効にされ、踏みにじられるような国が、それでもなお国として成り立ち、ひっくり返らずにいられると思っているのか」。クリトン、こうした問いや、これに似た問いに、わたしたちはなんと答えようか。下された判決は効力をもつと定めた法が、いまや滅ぼされようとしているのだ。この法を弁護して言えることは、いくらでもあるだろう。弁論家なら、なおさらだ。５０ｃそれとも、彼らにこう言い返そうか。「国のほうがわたしたちに不正をはたらいたのだ。正しい判決を下さなかったのだから」と。そう言うかね。それとも、ほかに何と言おう。

クリトン　ゼウスに誓って、そう言うとも、ソクラテス。

ソクラテス　では、国法がこう言ったらどうだろう。「ソクラテス、そんなことまで、われわれとおまえとのあいだで同意していたというのか。国が下す判決には、どんなものであれ従う、と同意していたのではなかったか」。そう言われて、もしわたしたちが驚いたとすれば、彼らはおそらくこう続けるだろう。「ソクラテス、言われたことに驚いていないで、答えるがいい。問うたり答えたりするのは、おまえのいつものやり方ではないか。５０ｄさあ言ってみるがいい、われわれと国の何をとがめて、われわれを滅ぼそうとするのか。そもそもまず、おまえを生んだのはわれわれではないか。われわれを通じて、おまえの父はおまえの母をめとり、おまえをもうけたのではないか。では聞くが、われわれのうち、結婚にかかわる法に、どこかよくないところがあると文句をつけるのか」。「いや、文句などない」と、わたしは答えるだろう。「それなら、生まれた子の養育と教育、おまえ自身も受けたあの教育にかかわる法はどうだ。５０ｅその役目を受けもつわれわれの法が、おまえを音楽と体育で教育するようにとおまえの父に命じたのは、よくない命令だったとでもいうのか」。「いや、立派な命令だった」と、わたしは答えるだろう。「よろしい。では、こうして生まれ、育てられ、教育を受けたおまえが、まず、自分はわれわれのものではなかった、われわれの子でも奴隷でもなかった、と言えるのか。おまえ自身も、おまえの先祖たちもだ。そして、おまえがそのようにわれわれのものであるなら、おまえとわれわれのあいだで、正しさが対等だとでも思っているのか。われわれがおまえに何かをしようとしたら、おまえも同じことをし返すのが正しい、とでも言うつもりか。

「父親に対して、あるいは主人がいたとすればその主人に対して、おまえの立場は対等ではなかったはずだ。されたことを、そのままし返すわけにはいかなかった。５１ａ悪口を言われて言い返すことも、殴られて殴り返すことも、ほかにもそうしたことを数多く、おまえは許されていなかった。それなのに、祖国と国法に対してだけは、それが許されるというのか。われわれがおまえを滅ぼすのが正しいと考えて、それに手をつけたなら、おまえのほうも力のかぎり、われわれ国法と祖国を滅ぼし返そうとする。しかも、そうしながら、自分は正しいことをしていると言い張る。ほんとうに徳を気づかっているはずの、このおまえがだ。それとも、おまえはなまじ知恵があるばかりに、こんなことにも気づかずにいるのか。祖国というものは、母よりも、父よりも、ほかのどんな先祖よりも尊く、おごそかで、神聖なのだ。５１ｂ神々のもとでも、分別ある人々のあいだでも、祖国のほうがはるかに重んじられている。だから祖国を敬わねばならない。祖国が腹を立てたなら、父親が腹を立てたとき以上に、身を低くして、なだめるべきなのだ。説得するか、さもなければ命じられたことを行うか、そのどちらかだ。何かを受けよと命じられたら、黙ってそれを受ける。打たれることでも、縛られることでも、戦争に連れて行かれて傷つき、死ぬことでも、そのとおりにする。それが正しさというものだ。ひるんでも、退いても、持ち場を捨ててもならない。５１ｃ戦場でも、法廷でも、どこにあっても、国が、祖国が命じることを行うか、さもなければ、正しさがほんとうはどこにあるのかを示して祖国を説得するか、そのどちらかでなければならない。母にも父にも、力ずくで逆らうのは神の掟にもとる。まして祖国に対してそれをするのは、なおさら許されないことだ」。クリトン、これになんと答えようか。国法の言うことはほんとうだろうか、それとも、そうではないだろうか。

クリトン　ぼくには、ほんとうだと思える。

去る自由、とどまる約束

ソクラテス　「それならば考えてみるがいい、ソクラテス」と、国法はおそらく言うだろう。「われわれの言うことがほんとうなら、おまえがいまわれわれにしようとしていることは、正しくない。５１ｄわれわれはおまえを生み、育て、教育し、われわれにできるかぎりのよいものを、おまえにも、ほかのすべての市民にも分け与えてきた。それでもなお、アテナイ人のうち望む者には誰にでもその自由を与えたうえで、こう布告している。成人の資格審査を受け、国のありさまや、われわれ国法を見たうえで、われわれが気に入らないのなら、自分の財産をもって、どこへでも好きなところへ出て行ってよい、と。われわれ国法のうち誰ひとり、それを妨げもしなければ、禁じもしない。５１ｅわれわれとこの国が気に入らず、植民市へ行きたいという者がいても、どこかよその土地へ移り住みたいという者がいても、自分の財産をもって、望むところへ行けばよい。だが、おまえたちのうち、われわれがどのように裁判を行い、ほかの面でどのように国を治めているかを見とどけたうえで、なおここにとどまる者があれば、その者は、われわれの命じることはなんでも行うと、行いのうえでわれわれに同意したのだ、とわれわれは言う。そして、従わない者は三重の不正をはたらいている、とも言う。生みの親であるわれわれに従わないから。育ての親であるわれわれに従わないから。そして、われわれに従うと同意しておきながら、従いもせず、われわれのやり方に何かまちがいがあるなら説得しようともしないからだ。５２ａわれわれは、命じたことをせよと手荒に押しつけているのではない。提案として差し出し、われわれを説得するか、命じられたとおりにするか、二つのうち一つを選ばせている。それなのに、その者はどちらもしようとしない。

「ソクラテス、おまえもまた、もし思いえがいていることを実行するなら、こうした非難を免れない、とわれわれは言う。それも、アテナイ人のなかで軽いほうどころか、もっとも重く責められる者のひとりとしてだ」。そこでもしわたしが「いったいどうしてだ」と言ったとすれば、彼らはおそらく、もっともな理由でわたしをとがめるだろう。アテナイ人のなかでも、わたしこそが、とりわけ深くこの同意を交わしてきたのだ、と。５２ｂ国法はきっと、こう言うにちがいない。「ソクラテス、われわれとこの国がおまえの気に入っていたことには、大きな証拠がある。ほかのどのアテナイ人よりも、おまえはこの国にこもりきりだった。ほかの誰よりも気に入っていなければ、そんなことはしなかったはずだ。祭りの見物に国を出たのも、イストモスへ一度出かけたきりだ。戦に出るときを除けば、ほかのどこへも行かず、ほかの人たちのように旅をしたこともない。５２ｃよその国やよその法を知りたいという気持ちにかられることもなく、われわれとわれわれの国だけで、おまえには足りていたのだ。それほど強く、おまえはわれわれを選び、われわれに従って市民として生きると同意していた。何より、この国で子どもまでもうけた。この国が気に入っていたからこそだろう。そればかりではない。あの裁判のさなかにも、望みさえすれば、おまえは追放刑を申し出ることができた。いま国の意に反してしようとしていることを、あのときなら国の同意のもとでできたのだ。ところがおまえは、死なねばならないとしても少しも憤らないと、格好をつけてみせた。追放よりも死を選ぶ、とおまえは言った。それがいまはどうだ。あのときの言葉を恥じもせず、われわれ国法をはばかりもせず、滅ぼそうとしている。５２ｄいちばん卑しい奴隷がするようなことをして、われわれに従って市民として生きると結んだ取り決めと同意にそむき、逃げ出そうとしているのだ。そこでまず、このことに答えるがいい。おまえは言葉のうえではなく行いによって、われわれに従って市民として生きると同意していた――われわれのこの言い分は、ほんとうなのか、そうではないのか」。クリトン、これにはなんと答えたものだろう。同意するほかないのではないかね。

クリトン　そうするしかないね、ソクラテス。

ソクラテス　５２ｅ「それならば」と彼らは言うだろう。「おまえは、われわれと結んだ取り決めと同意を踏みにじっているのでなくて、なんだというのか。しかもその同意は、強いられたものでも、だまされて結んだものでもない。短いあいだに決めろと迫られたものでもない。七十年という歳月があったのだ。そのあいだ、われわれが気に入らなかったり、この同意が正しくないと思えたりしたのなら、いつでも出て行くことができた。

「ところがおまえは、ラケダイモンもクレタも選ばなかった。法のよく行き届いた国だと、ことあるごとにほめているくせにだ。５３ａほかのギリシアの国も、異民族の国も、どれひとつ選びはしなかった。それどころか、足の不自由な人や目の見えない人、そのほか体の不自由な人たちよりも、この国を離れることが少なかった。それほどまでに、ほかのアテナイ人とは比べものにならないくらい、この国が、そしてむろんわれわれ国法も、おまえの気に入っていたわけだ。法のない国を、いったい誰が気に入るだろう。それなのに、いまになって、同意したことを守らないというのか。いや、われわれの言うことを聞くなら、守るはずだ、ソクラテス。そうすれば、この国を出て行って笑いものになることもない。

逃げた先に待つもの

５３ｂ「考えてもみるがいい、こうした約束を破り、そのどれかひとつでも踏みはずしたとして、おまえは自分自身に、あるいは自分の友人たちに、どんなよいことをしてやれるというのか。おまえの友人たちまでが、追放されて国を失うか、財産を失う危険にさらされるだろうことは、まず明らかだ。おまえ自身はどうか。まず、いちばん近い国のどれか、テバイかメガラへ行くとしよう。どちらも法のよく行き届いた国だ。そこへおまえは、その国の体制の敵としてやって来ることになるのだ、ソクラテス。自分の国を大切に思う者はみな、おまえを国法の破壊者とみなして、疑いの目を向けるだろう。５３ｃそしておまえは、裁判官たちの考えを裏づけてやることになる。あの判決は正しかったと思わせてしまうのだ。国法を破壊する者なら、若くて分別のない人間を堕落させる者だと思われても、なんの不思議もないからな。それなら、法のよく行き届いた国々と、いちばん節度ある人たちを避けて通るのか。そんなことをして、それで生きている甲斐があるだろうか。それとも、そういう人たちに近づいて、恥ずかしげもなく語り合うのか――どんな話をだ、ソクラテス。ここでしていたのと同じ話か。人間にとって何よりも価値があるのは徳と正義であり、法にかなうことと国法なのだ、という話か。５３ｄそれでは、ソクラテスという男のふるまいが、ぶざまなものに見えるとは思わないのか。そう思うのが当然だろう。それとも、こうした土地からは引き払って、テッサリアにいる、クリトンと親交のある者たちを頼って行くのか。あそこなら、なにしろ無秩序と放埒がはびこっている。おまえが牢獄からどんなに滑稽なやり方で逃げ出したか、聞けば面白がる連中もいるだろう。何かで身をやつし、革の外套をはおるなり、逃亡者がよく身にまとうほかのものを着込むなりして、自分の姿形まで変えて逃げた、という話をな。５３ｅだが、老いた身で、どう見ても残りの人生はわずかだというのに、いちばん大切な国法を踏みにじってまで、これほど見苦しく生にしがみつこうとした――そう言う者が、ひとりもいないだろうか。いないかもしれない、誰の気にもさわらなければな。だが、そうでなければ、ソクラテス、おまえは自分にふさわしくない言葉を、さんざん浴びせられることになる。こうしておまえは、あらゆる人間にへつらい、奴隷のように仕えて暮らすことになる。テッサリアで何をするというのか。ごちそうにあずかるくらいのものではないか。まるで宴会に招かれて、テッサリアまで出かけていったかのように。

５４ａ「そうなったら、正義について、ほかの徳について語り合ったあの議論は、いったいどこへ行ってしまうのか。それとも、子どものために生きていたいというのか。自分の手で子どもたちを育て、教育するために。それはどういうことだ。テッサリアへ連れて行って、そこで育て、教育するのか。よその国の人間にしてしまって、そのありがたみまで味わわせてやろうというのか。それともそうではなく、子どもたちはこの国で育てられるが、おまえが生きてさえいれば、そばにいなくても、よりよく育てられ、教育される、というのか。おまえの友人たちが面倒を見てくれるだろうから、というわけか。では、おまえがテッサリアへ旅立てば面倒を見てくれるのに、あの世へ旅立てば見てくれないとでもいうのか。５４ｂいやしくも、おまえの友人を名のる者たちに少しでも取り柄があるなら、どちらの場合でも面倒を見てくれると思わなければならない。

何よりも正しさを

「さあ、ソクラテス、おまえを育てたわれわれの言うことを聞くがいい。子どもも、生きることも、ほかのどんなものも、正しさより大事にしてはならない。そうしてこそ、あの世へ行ったとき、そこを治める者たちの前で、これらすべてについて申し開きができるのだ。いまおまえがしようとしていることをしても、この世においてさえ、おまえにとっても、おまえの身内の誰にとっても、よりよいことにも、より正しいことにも、より神の心にかなうことにもならないのは明らかだ。あの世へ着いたときにも、よりよいことにはならないだろう。５４ｃいま、このまま世を去るのなら、おまえは不正をされた者として去るのだ。それも、われわれ国法にではなく、人間たちに不正をされた者として。だが、こうして恥ずべきやり方で、不正には不正を、ひどい目にはひどい目を返して出て行くのなら、われわれと交わした自分の同意と取り決めを踏みにじり、いちばんひどい目にあわせてはならない相手――おまえ自身と、友人たちと、祖国と、われわれ――をひどい目にあわせて出て行くのなら、おまえが生きているかぎり、われわれはおまえに腹を立てつづけるだろう。そして向こうでは、われわれの兄弟であるあの世の法が、おまえを快く迎えはしないだろう。おまえが力の及ぶかぎり、われわれまで滅ぼそうとしたことを知っているのだから。５４ｄだから、われわれをさしおいて、クリトンに説得され、あの男の言うとおりにするようなことがあってはならない」

　親愛なる友クリトン、よくわかってほしい。これが、わたしの耳に聞こえているように思える言葉なのだ。ちょうど、コリュバンテス〔大地母神キュベレに仕える者たち。笛と太鼓に合わせて踊り狂う秘儀を行い、そのさなかには笛の音が耳について離れないとされた。〕の秘儀で熱狂に憑かれた人たちが、笛の音を聞いているように思うのと同じだ。この言葉の響きがわたしのなかで鳴りわたって、ほかの言葉が耳に入らなくなっている。だから、承知しておいてほしい。少なくともいまわたしに思えるかぎり、きみがこれに反することを言っても、むだに終わるだろう。それでも、何か言えば少しでも事が進むと思うなら、言ってくれたまえ。

クリトン　いや、ソクラテス、ぼくにはもう言うことがない。

ソクラテス　５４ｅそれなら、クリトン、もうこれでいい。この道を行こう。神がこちらへと導いているのだから。


解説

ある裁判の一日

　紀元前三九九年の春、アテナイの法廷で、七十歳のソクラテスが裁かれました。訴えたのは、詩人のメレトス、民主派の有力者アニュトス、弁論家のリュコンの三人です。

　訴状の文言は、のちの伝記作家ディオゲネス・ラエルティオスが伝えています。それによれば、ソクラテスは「国の認める神々を認めず、新しいダイモーンのたぐいを持ち込み、若者を堕落させている」という罪で訴えられ、求刑は死刑でした（『弁明』の中でソクラテスが読み上げる訴状は、順序が少し違います）。

　裁く側は、くじで選ばれた一般の市民です。この裁判ではおよそ五百人だったと考えられています。弁論は一日で終わり、まず有罪か無罪かを投票で決めます。有罪なら、告発側の求める刑と、被告が自分で申し出る刑のどちらかを、もう一度投票で選びます。『弁明』が三つの部分に分かれているのは、この手続きに沿っているからです。

　最初の投票の結果はわかっていません。ただ、三十票が反対側に移っていれば無罪だった、とソクラテス自身が言っているので、おおよそ有罪二八〇、無罪二二〇だったと推定されています。票差にすれば、六十票ほどです。刑を決める二度目の投票では死刑の票がさらに増えた、とディオゲネス・ラエルティオスは伝えていますが、その数字がどこまで確かかはわかりません。

なぜ訴えられたのか

　裁判の五年前、アテナイは長いペロポネソス戦争に敗れました。その直後には「三十人」と呼ばれる寡頭派が実権を握り、多くの市民を殺しています。民主政が戻ったのは紀元前四〇三年。このとき、過去の政治的な行いは罪に問わないという大赦が結ばれました。

　ソクラテスの周りには、三十人の中心人物クリティアスや、祖国を裏切ったアルキビアデスのように、民主派から憎まれた人物がいました。そのため、本当の理由は政治にあり、大赦があって政治の罪では訴えられないから宗教と教育の罪状が選ばれたのだ、という見方が昔からあります。説得力のある見方ですが、確かめる手立てはありません。『弁明』のソクラテスは、自分が憎まれた理由を別のところ——人々の知恵を吟味して回ったこと——に見ています。

『弁明』は法廷の記録か

　プラトンはこの裁判の場にいました。『弁明』の中にも二度、名前が出てきます（34a、38b）。当時二十八歳ほどです。

　けれども『弁明』は速記録ではなく、のちにプラトンが書いた作品です。どこまで実際に語られた言葉に近いのかは、わかりません。同じ時代のクセノポンも『ソクラテスの弁明』を書いていますが、内容も調子もかなり違います。プラトンの『弁明』は、師がどんな人間で、なぜ死ぬことになったのかを、その人自身の声で残そうとした作品として読むのがよさそうです。

『クリトン』——判決のあとで

　判決が出ても、刑はすぐには執行されませんでした。アテナイが毎年デロス島へ送る聖使の船が戻るまでは、死刑を行わない決まりがあったからです。クセノポンによれば、その期間は三十日でした。

『クリトン』は、その船の帰りが目前に迫った日の夜明け前、ソクラテスと同い年の旧友クリトンが、脱獄を勧めに牢を訪れる場面です。この対話がそのとおりにあったかどうかもわかりません。ソクラテスが刑を受けて死ぬ最後の一日は、同じプラトンの『パイドン』に描かれています。

二つの作品を並べて読む

『弁明』のソクラテスは、「哲学をやめるなら放免する」と言われても従わないと言い切ります。ところが『クリトン』のソクラテスは、国法に従って死を受け入れます。国に逆らう人と、国に従う人。同じ人物の言葉として、これは矛盾しないのか——古くから問われてきたことです。

　ひとつの読み方は、こうです。ソクラテスが守っているのは「自分から不正をしない」という一点で、不正をせよと命じられれば拒む（『弁明』で語られる、三十人の命令を無視した話がその例です）。けれども、判決に従って刑を受けることは、自分が不正をすることではない。だから逃げない、というわけです。

　もっとも、『クリトン』の後半で国法が語る言葉が、そのままソクラテス自身の考えなのか、気持ちの収まらない旧友を納得させるための語りなのかについても、読み方は分かれています。どちらが正しいと決めずに、二つを続けて読んでみてください。

どこから読むか

　はじめから順に読まなくてもかまいません。たとえば次のあたりから入ると、この二篇の芯に早く触れられます。

『弁明』 ・デルポイの神託と、知恵の吟味（21a〜23c） ・魂を気づかうこと、アブのように（29d〜31c） ・吟味のない生（38a） ・死について、最後の言葉（40c〜42a）

『クリトン』 ・ただ生きるのではなく、よく生きる（48a〜49e） ・国法の語り（50a〜54d）
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